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運動負荷民験の再現性I 

運動負荷における心拍出量個人差の意義

務・光沢2さ一・栄松一郎・ロ山
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健常人を対象として 遅動負荷管時.0芭出量め著し

い健体窪め意義を 体内陸衰運搬動態の観点より検

Eずした
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健常人'"例に必ける段階的運動負荷時
の体内厳衰退徹動思
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器質的.c.，.疾患の既往がな〈自他覚的に健康な箸

年努性ポラ〆テ i740名{年齢20-35，平均27.3

."を吋象とした 空腹時室温24-ぉ℃にて後検者

を仰臥位とし 安静20分の後5<JW より 3分毎 25

W 漸会脅する臥位a医大負荷試験 (SiemensE!開.，
380 Bエルゴメ タ}を施行し最大俗脈血乳酸レ

ベル 7血MI'以上...大負荷違反の"治とした盆

経過中也、電掴 (CM-5)をそニタ-C，自動呼気ガ

ス分析器{アエマ， R 15∞ 51により分時酸素筏取

量 (Vo，)を違続制定し 安静後半10分間の平均値

を安静時 VQ" 各負荷段階最寄冬1分間の VO，を"

当負努量に対するVO，とした 負荷前及ぴ各負荷

段階最終30秒間に 色素稀釈法(右"骨下静脈注入

耳染織出)によ。て心街出量101を測定し既報の

安勝也補正h 及ぴ運動時の実測ヘマトクリヲト

にoultu5olus回}変化に付する補正幻を行会た

vo，fQから動鯵脈政務較を (avO，D)を算出した
数値は平均値±標準偏差で褒し 個体差の程度を分

散係:i<CV)で表した

対象並びに方法I 

会'"例が令官E図上術的変化な〈最大乳白書鑑 7

mM/1以上に返し 最大負荷量1:1:115-2∞。平均

39例が 125W 'k完了した園 1に

50-125 W 時及ぴ銀大負荷時の VQ" Q， 

1¥' O，D 3者の権移を示した VOとQの平均値は

まで直線的に滑加し 従って

め，'0，0I三双歯線状に後移した それ以上の負荷量

で1:1VQ，，.加度が上向き，0憎""が'"少

図2
繍E 成

がプラトーより上昇に低じた 問 負荷時の CV

は YQ，で 5-6%と小であったのに対し Q 

148:t19 W で!

安静時

~vO，D IH2-16%とはるかに大であ。た

図2に金制定値を示した各点が例の粂件下

の VQ，=Q'品。Dの悶係を示Lている 白丸"安avO，D 

安静時から 1∞w

.山膨大家.ヲ隆俊蓋甑
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鯵崎 原えは運動時で v。ーが 0.81/min付近の分

布は 50W時以下1.0-1.2が ISW時. 1. 4付遅

が l∞ W 時。1.8付近が 125W時であり同条

件下で VO，分布舗が後〈 d aゆ，0は反比例の
関係で広〈分布する機子が明猪に把狸される

Q. .叫，0各々の侵大鐘の平均値+2標埠偏差を

両者の上隈とし 図2で関察された分布波を組合わ

せると 図3の磁繍の阿掃を筑界とする 5角形の領

減が股定きれ， ζれは本邦20-3ゆ台健常男子の安.. 

略目一運動時の体内俊衰運g担保式のおおよその正常域

と考えられた 図3."丸は紛例の平均権移で，正
常域のほほ中央に位置した 自丸で示した '0
TKの2例"共に 2∞ W を完了し Z四 W 時の勧

懲"同等であ。たがi その推移は全く異なり，各々

正常磁の辺緑に位置した 他38例もま筆ゐな推移を示

した
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園 3 健常人ω例の'"績より得られた体内磁

藷~扱 1:1:1ける正常，.
黒丸1!40伺の平均権移 自丸は"".辺織を後移し
たM照鈎2例{叫'"を示す

E .. 1497 

E 考 察

健常人の動的運動時Q'孟!中毒事夜遅鋤負何段舟ま

では VO.1 I/m;n増加に付して約 61/minの割合で

唱加し ζの比率の個体差は小で 従って一定

VO，時のQ値体差"安鯵時Qの個体盤で規定される

といわれている加 しかし この直線関係が高度負荷

時にも成立するか否かに関して意見は一定してい令

い納今回の成績では，個 1より明らかな釦〈

VO' 。関係"安勝時より中等度負荷(l∞ W)まで

はほぼ直線I 高度負荷ではQ'・加度が低下したが!

これが A抑制dら勧の坐位 eyding時の"績とー致

したことよη 体位によら令い eycJing時のQ反応

織式と考えられた しかしながら争奪穫すべきは 図

2の幅広い分布及ぴ由3の2例I二見られるが知さ大

幅な個体差の存在であ旬 この事実よ旬個々例の運

動時.，.行動の宅金討に当9て。よ紀の平均的反応儀式

を""としてそのまま適周するのは笹めて危検であ

ると考えられた 個体差がいかなる メカニズムによ

るかが今後の倹'"思想であり，それには例例に

おけるQ反応様式の吟味が必要とされよう ζ の個

体釜が疾患むにおける運動待病患生理を修飾するー

要因である可能性む高し看過できない主題と考え

られる

支 "

\}山ロ-~.他呼吸と循環3:J第8 号掲寂予定

1羽5

2) ;J峨栄ー。他呼吸と循環 33，285.1985 
3) Ek~Jund LG. el aJ:Cire R何 20and 21 (Suppl. 

1) ; 33. 1967 

4) Clu""" J P: Progres. ;n Card;ovuω.. Oi""ase 

16: ~59. 1976. 

5) A.lr~固"， 0 ・t.I:IApplP~y創叫 19:268

1964 



1498 E 録 最新医学第‘"陸第7号

2 ) 運動耐容能の再現性と最大体酸素摂取量
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以じめに

遅勧負荷氏験で統鋭化症剣の拾療効果判定やむ機

能の評価を行う場合。 しばしば負荷テストの再現住

が問題となる 我々は 電動脈に有意の侠気置を有す

る労作性狭心復例を付象に体酒酸素消費量を制定しな

がら トレ ，ドミルテスト (TM)を初日号 (60分間

隔)と!やや長期(J-3週間後!こ印分間隔)の附

4回を施行し運動負荷時の各種パラメ タと体酸素

消費量などの再現性につき検討した

I 対Il.方法

典型的な狭L、痘発作を有しI 選常の冠動脈造影で

有意 (]VD丞70%) ~訟を実傘含有する労作性狭心盆 7

例を対象とした 金例男で年隙は45食カら71般であ

り TM !:少な〈とも 3回以上行。た経験者で そ

の防いずれも虚血栓の ST降下をきたす症例である

TM は En~stad の方法川こ縫い .，電殴は CM‘の連

続配録と，次いで Marqu~u~ 祉の Ca~~n<による訴

歯車及ぴコ νピふ タ 処理による V"V.. aV.の

3級事の各ステーシ毎の記録を安静時負荷中。負

務中止5分後まで行。た その際の血圧!:KorQIO 

koH法で測定した TM中止奉$は胸痛虚血性

ST除下 (H。討:ontal. Down$IQping型 1.0 mm 

Upsloping型 1.5 mm 0.08・ 1点}やその他のー

般的中止基調匹nとした 際費祭取量 (VQ，)1まM(

jnhart ~.士のオキン O~ システム (QX-2) を周い 1 

分毎に自動的に潤定C.検牽時聞はいずれも。午後，

食後少な〈とも 2時間以上経過した時期に能行した

E 再現性の織射

TMを施行するさい 時m約な要素を考慮に入れ
・1酬医枇字修一肉料 ・2区相山畑銚ー附

て(1$1.2nd). 1 -3週間後に再ぴ60分間隔で2

固(1st.2nd)実施し その僚の心抱忽 (HR)収緬

kIl. tJJ.:張糊血圧 (BPs，BPd) pr白surerate product 

(PRP; HR X BPs). VQ、 運鋤持続碍問を比較検討

した

E 成績

安修時においては 褒 1に示すように初回の

1" 白川を比ぺると再現住に閉しては 収縫潮 位

張刻血圧 PRP 運動負荷時間tついては良好な関

係 (p<0.01)が包められたが心拍数や VQ，1:: 

有意な騎係は得られなかヮた また岡安下殺に示す

よろに 1 -3週後の1st-2ndを比ぺると。鉱張

期血圧の鑑以外は良好な関係 (p<o.O引が得られ

た速勧負符時について調べてみると 初回と 1-

3週後とも 1st-2ndの聞でほ 鉱張鰍血震の再現

性が悪か，たものの他パラメ タロ関してはほぼ有

意な関係が得られた すなわち。 PRPにおいては

1st-2ndの比般で1:，f!:大負荷時 初回lま相関係数

r -0.92に対し 1 -3週後のそれ1:r =0.1ゆとと

もに 有意な関係 (P<0.01)が得られと VO， 

に関しては 量医大運動負荷時の1st-2ndでは。初

回は r "0.56 (p <0.05)とやや悪いものの. 1 

月 3週間後のそれは r-0.93 (P <0.01)と良好な

関係が得られた初固と 1-3選後を比依すると。

岡泉下段に示すように r_O.90(P<O.OI)なる有

意の関係が得勺れた 安静時と運動負荷中の各ス

テージの値を集計してみると。図 1に示すように

PRP では初回 l~r=0.95 (P く0.0 1} 1 -3選

後は同園右に示すように r-0.89(Pく0.01)め関

係が得られた VO，に慣してU図'"に示すよう

に初回:;:r -0.86 (pく:0.01l 1 - 3 週後は，~
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柑"前後におげる血，ft.思厳禁'"取畳血.
n~貨の変化 dし電閣奮化 運動量伝どを比敏

Lて符うが '"網の実の効果を調べるにほ

".行わな泊ヲた渇舎の"'績も考慮せねば会ら

ず!運動貧街依昼食の再現住が時mによ，て彫容
されるか否かにつ畠 ヨド碕究において!同じ日

及Cfl-3過疎にも 2固 いずれもω
分間隔で伺聞に織り返L怠侵略聞に抱ける再

現住を検討した その鑓集血行動懇の比鎗で

安静時でみると初園のH白録と， -3週後

の位獲捌"'"で有意な梱簡が，.られ傘かラた

，.m妥去の平均値では 褒】に示すよう

にほとんど同じ〈らいの値であった
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表2右側l二河台すように

0.57-0.90なる有意な関係が得られた

血行動患のパラ メ タの.で..広告E則血圧にば

らつ舎が多〈みられた ζのことは "...的
に'JH'情乏したことによると思われる

の比般では，

Starlin唱ら舗は密集.(.I!例宏対象に 1Mを絡待

し3時間後と 1週間以上IIとの再現也.線告し

それによると選動持続時/1111:1:3 tlI/III後

及'"週間以上後に鈍行し化方が有患に猛a，
たが PRP1:1:衆々と 閉じ〈短長期とも良好

.再現住金示した縄告をLている 方，

bi~n ら叶"カ R後の再現性を検討しており

般大運動貧笥時の.，抱". "緬剣血屋
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"抗ー 2nd) 
叫 m

醐

v・a・，.‘測b
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• -116 

が，不霊畑農"再現径が悪か。たと塗べている

-，布 4他出量と動静脈厳罰E温度敏差により左右

される蜘ことによ句，体磁器消費量は 初固め安傍

樽でばらつきが大島か，たが ， -，週後では安静

時 最大還動負荷崎とも良好な関係が得られた JL 

のよ二とは。旬包の TM..にU マスクに傭aない

がその後この叢置に慣れた・Ijllによるの治もしれな

い いずれにしても今回の"績で PRPと体阪鷲

消費震に比似的良好な再現佳が毘められ きらに同

じ固に".間間隔で符，た TMでは血行俗宗I 厳

表領取量ともほぼ同級な"備を示すことが包められ

たので 治かる夢実をふまえて 薦網のt倉健幼寡な

どを僻舗すべきであると考える

~ m 
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4) fablu J. et a1勘 Hurt) 37: 785. 1975 

5) HtnllU鍵寵c.剖 JAppl Pbysぬ126:31.1969
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3 ) 呼気ガス分析による嫌気性代謝闘値 (Anaerobicthreshold) 

測定法の検討

松村尚

児島俊

"じめに

哉・ 百

安
'"宏
回寿

VElWEトl:oKT(・""
獄。

~. 

嫌気佳代錯闘泡 (AT) は 段階的運動負荷の際 i醐

の血中乳底値よ昇開始時点と定義され句I 呼気ガス

分析から非自混血的にも測定しうる有用会好気的運動

画庁客能の指惇と考えられているが泊 二の場合酸

繁消費量と腕換気量の関係泊ら 測定者が視覚的に

推量ー決定するため主観的要素の入る恐れがある

そこで本研究では客飢釣合つZ史学的な AT決定白書

を考案L，従来から筏々が保凋している償覚による

方法と討比検討するとともに 復党による方法の測

定者内変動およぴ測定者間変動についても検討を加

え"

I 対象と方法

Il対象憶常者8名 (NI季年齢"土 9波)と

心筋窪・芥膜産公どの慢性心疾患 9名(c群，<4土

12歳)含対象とした

"運動負荷銃磁 トレ?ドミルによる 3分毎指

鳩法と LNI撃でほ 8r¥lce沈 C鮮では当科の''"関

変詰刊を周いて自覚的最大まで行うた 呼気ガス分

析にはそルヌ"社製 Oxylogとアニマ仕袋Rl5岬§

を用いた 血中乳酔S各段階の鰻終l分以内i二前肘

鯵服留置針から採血して Rosche袋 LH640により

測定した

自)AT測定議彼血的方法では血中紅底値を縫

織に 保血時点の画覧表消費量を繍絡にプロヲトして

筒者切関係を求め 非鮫血的方法では縫舗を続可換気

量に代えてプロッ トした関係金求めて 以下のごと

くAT決定を行った

(A)視覚的方迭 {函 1) 従来泊ら筏々が用い

てきた方法であり まず運動開始時め点と般大連鋤

. Jt:・謹夫幹循環r.内外

:醐 U闘 A

醐

1;.. c 
叫

。i AT ，.1圃t

• " 間 初 • 鈎 ω VO，{W区間{川回

図1 後覚的方法による織気佳代館周催決定
岬気ガスデータの例}

時の点を箱C'{C縫)，運動開始時金支賓として順

次下方に下げ ほぽ各制定値が牽締約に推移してし

る線 {A線}を同定してその儀後の点を ATとし

た 観血的方法の織合lま制定値聞に内掃を加えた

(， )宮観的方注(図2)，ATがa最大俊索消費量
の50-80%に相当するという既知の報告があ

1醐

醐

制

1 三デii同叫山刷
，. • ‘. 開 ω 
川町IGHT(..lIk'll

図2 客剤約方むさによるa気佳代謝開催決定
{図 !と例一例}
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明円分析1: .t. ~AT(問削 肘拙‘置による.，鋼管制

1al3 視覚法と客限法{よる"決定の符比
左図2呼気ガ，分併右園出血.乳酸績によるもの

，. . • ，・
11.;. 

，.. 
2・。

従来の復覚による AT決定に充分会客観性のある

ことが包められた

(C)淘定者肉変勧および潤定者間変動呼気ガ

ス分野から視覚的に AT決定を行ヲた際問 測

定者のz度の測定値聞には r"0.989， 

0.04， SEE""O.O包5"く0∞1)

人の榔定者の決定した測定値聞でもr-0.993， 

・O.963x+0.04， SEE=O.02 (P<O∞1)の直線
関係を毘め いずれの変劃も母犬でf:llO% 多くは

5%以内であ。た

Y .. LOl x 

また包別の2

3 

ぞれを

と95%!I 

果信n 

とした

後気性代館開催は呼気ガス分析により非限血的に

測定しうる有用な好気的運動耐容能の指標と報告き

この場合。視覚的に推量して決定

するため主観的要棄が介在する恐れがあった 本研

究ではi この筏覚による AT決定を定式化するこ

とにより充分な客観性が得られ。制定者内棚定者

間変動の少ない有力な術療として微気佳代総関健を

探用Lうるニとを明らかと した

めと• 1)翠劃負荷量え般会例が息切れ 下腹疲労を中

止理由とし。量産大阪驚消費量はN鮮で 5ο0土'.9

rnJIki1分 C 鮮で 24.1土3.8ml/kV分"くo∞1)

まと呼気ガスから侵覚的に決定した AT

CI手16.6土2.9ml/同/分 (. 

¥) Wa...rrnan K..t al:Am R.，-Resp Dit "2:219 
1975 
2) w自 rKT.el al，Cir山町 65:1213.1即
3) Matsumura 1'1. .t .1: Circulation 68: 360. 1983. 
" 児島俊ー他心健 13:1239.1981 
引 Da，-isJ A. <"1 .1:1 Appl Phy.凶 41: 544. 1976 
"山辺街包囲本陸園長生理学会"，‘'"
1984 

• ~ 

れているが，-，

であった

I! N I手33.1ま4.5. 

く0∞1)とC静で低値とな。た

o AT決定迭の検肘
(A) Um的方諺と非観..的方注血中乳酸値お

よぴ呼気ガス分併による AT決定をそれぞれ復覚

的方法で行。た場合，問者の聞に拡 ，-0騎9，

・1.0初x-O.04111分 $EE-0.043. P <0∞'" 
直線関係があり良好の 致を見非観血的に AT

測定が可能と考えられた

(8 )観覚法と客眼迭の対比{図" 血中乳底

値呼気ガス分析それぞれの AT測定を慢覚的方

接(術輸}と客般的方接(緩給) ，で対比した 図

に示すように復覚法と客観告をはいずれもよ〈ー主主し

り，-.刷本研究で::e:大酸驚消費量の50%以下の

劃定値を車線周帰してお活信領限界を求め

連復してよ'"こはずれる金初め点 (A削

額限界の是後の点の中立を客観的方法による AT

さら6呼気ガス分衡の視覚的方法による

AT決定を周一測定者が2度行令た場合の調走者内

変動と 2人の測定者が個別に行った場合のd師走者間

変動を求。た

y 
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4) 低レベルより開始する運動負荷試験の再現性について

一心不全患者と健唐人における比較ー

神奈木俊子・:

寸暗図元太 E

冨岡宜良・1

桜井置太郎・i

a 健常務 2留の treadmil1鉱験における収縮

問血圧と.，狛歎の各段階 3分固め時間的変化を図1

に示した 収箱細血圧が負荷3分自と終了後3分で。

2回目にやや低盤をとったほカ 11，I愛犬負荷を含め

た各段階で良好な再現住を示した 厳禁餌取"も各

段階にてよ〈 致した ergomel!r負街では全段

階を通じて収縮問血圧は2固Bで。.偉い傾向に

あ。たが。有意きを生じたのは15分自のみであヲた

( ，く:0.05) ー方 L拍説酸素筏取量の再現住は

各段階で良好であった な.}.lIreadmill負荷での運

動時閣は各@22.7土2.9l仁22.9土3.2分とほぼ洞ーで

あった

b 心不全続初固と 2回目の ttead血il1伏験で

の収鑓矧血圧と.(A"芭歓を 夏最大負符までの各段階

にてそれぞれ比叙した(図21 健常停と比殺し全

般にばらつきが大だが!ほとんどの段階で有意差他

見られな泊。た 数回検査を繰り返したのちの岡ー

投薬下での2留の練費(平均4回目と 5固自}でもi

褒 1 EXERCISE PROTOCOL 

はじめに

著者らが心不全患者に廓いている低レベルよ旬開

始する運動負荷 pro!ぽ包lの再現性を健常者と"司ミ

金患者で検討したので綴脅する

I 対"並ぴに方法

健常欝は21.5土2.1設の男性s例心不全醇は
60.0土15.4農の男性11例女性 1例針12例で

NYHA分須ではE 町度各5例 W度2例である

"常務でほ雲 1の protoco!による"鈍師iJl最大負

荷及ぴ臥位 ergom臥"負荷を 2固ずつ行い .，弓ミ盆

g撃で 11treadmill Ii毛織を換 η返し行った な必

ergom凹 Fの31.5Wは 今回の健常務での検討の結

果のもに追加したものである 検査周隔は健常群

では 2時mないし 7目 "不全野では平均18日で
~?た 安鯵樽負荷中毎分及ぴ負荷終了後5分賄

血圧心電図を毘録し 健常勝では磁ヨ.'"取量も擢

鱒的に潤乏した

樹

一
sm

忠

原

合
木

河

E 錯 果

(Treadmilll (Efiometerl 

s;凶ngresl 

1.Omph. 0 % grade. 3 m;，恥

1.7mph， 0% 

1.7mph. 5% 

1.1mph. 10% (5tage 1) 

2.5mゅh.12% (Stl.Re 111 

3.4mゅh，14% (5lage皿}
Bruce 
m 叫

ー&

"京町大学講三内" ・2 何"'長険釜a星学

Suoine rest 

OW.1I 3min 

12.Swal! 

25"，..." 
(37 .Swal!) 

蜘叩

7Swat! 

1蜘叫
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一 一……  図1

胃変数の再現性は良好で，各段滑で有意差を.. めな

かヲた 一方最大負荷降の各変磁を初固と 2回目

で比駁すると(安 2.) 収続期血IE，double 

pr<.>due! 運動時間が21eHIで有意に槽加したのに

対し.平均4固Eと5固自の2固の検査ではこれら

の隻訟はすべて有意の'"化を示.ず還勘酎容維が

安定したことを示した(褒2b)

E 考 察

初固と 2聞aの還勧負荷検査では 偉大負符時の
循環指標や酸素筏取量の変動"少ないものの逮勘時

間"筆があるとされているM が，今週健常者でu

連動時閣を含め低レベル治ら畳大負荷に至る諸猶療

に良好な再現住が得られた その理闘として。対象

者に関しては年齢が若〈各人の還飴耐客銭まで郵逮

しようとする動機づけの商いこと!健康状態の<'動

が少ないζと!検査施行上では h，"吋同Hをバラ μス

をとる以外の目的に使わないニと。歩繍を適当とす

ること等を注意し また， 4.75 mphまでの速度で

は走るより歩〈方が運動の効司院がよ<". Bruc.法

~新医学館"巻第 7 号

開 P・M ・"・-剛山河"，州国
。'"

; ，.，，¥ 

。師事
時肝

'. 

=叩
E 
汽i
図面市訂
健前』

一‘、
、、

-・..，. 
U 胴 C雌

~ー

• • " ' ...巴.. 
図 2

， . I .... -略図咽

間

良重，~附V

の s!age田 町を多いた方が走るよ旬も運動時聞が

延長するときれる..た~， これに従うよう桟意した

こk 統計処理よほデ タの比絞的安定する各負荷

段階3分自の値を用いたこと‘が考えられるが な

おかつ初回の負荷錫ー段階では緊潤して小刻みに歩

いたりしI 血庄が有意に高値を示した 一方<不

全..."で最大負荷碍の叙.."血医が初回より 2回目

で有意に高値をとり。運動時間も延長した理由とし

て，網状不安定のためというよ旬 初回は不慣れや

病状悪化への恐れ等よηa医大負折以前に終る例の多

いことが挙げられる なお年飴が高〈運動に慣れて

いないことの多いイ心不全患者では handrailに体盆

をかけてしまう人が多しこれも再現栓を悪くする

ー因子と考えられる 心不全患者で陪初固と 2掴固

また"，固包と町回gの倹査"それぞれ同一役礎

下で行ったが 2回Bと町回目との悶で治僚が'"

わっている渇合もあり ー慨には冒えないが。初期

のうちは回をaねる毎に運動隊容能の上昇する例が
多い傾向にあった
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要2
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Reprod叫 ibilityat MaximaJ Exe同時坦
( lniti..l v. Sec四叫 T・'"

58P HR ?RPXIO.I 0"，・110n Viul Cap..cily 

(置""， (J.・t・/国in) (min) (ml 

1" 116主鵠 B8土" 1<1土53 ー.5土'.1 2523 :619 

"" 131主却 125主" l縄土日 H.O土... Z岨 1土'"

p くι∞1 NS < 0.02 〈由開 NS 

11 Reprc:d凶bil岬..'Maxi刷 1Ex ... ciu 
(5u<I伺ary51..1.) 

S8P HR PRPX 10・2 Dur"li曲 Vi....J C.同町"
(回剖" (bea..!皿in) (皿in) ( .1 

nhh 126土" 1"土29 1'0主58 13.7土3.8 2619士605

n21h 126土31 138土却 1'4土41 14.2土'.0 2662土釦7

P HS NS HS HS HS 

1 2 •.•... 圃圃圃圃・.，1 ，2 

鑓 信

1 低レベルよ η聞鎗する翠'自負荷 protoeoli" 

mいた treadmi1l及ぴ臥低釘aomeler負荷で健常
男子で"低レベルよりa医大負荷に至るほl君傘段階で
よい再現慢を示した

2. .心不全患者の初園の回admil1検釜では 還

勘耐容"及"最大負傷時の収縮期血圧が過イ評価さ

れた Lかし".医大負荷までの~段階 3 分自の収繍

期血足と'''''訟の再現世主は良好であった

3. .(.不全患者で湿a自負街倹釜により&11池袋効
果を絢定する障には 予の数回倹査をtiい週貨調両容

貨の安定したことを確かめてから閤鎗すぺ舎でaちる
と考える

nl _ 4土z
n2 -5主2

支 猷

。副。・<1.1$1G ・""Atldu ， M : R~ated e~ertiH 
岡山Iin palie山剛山 anlllMa開tori.: Repro 

du~ibillty and follow.up rn山 Cir山川“

(Suppl 2): 76. 1977 

215似刈凶 DH:F同思“.， .嗣IKIn1lU$ $<<胴@絹d

t/I;rc! e沼町宅自国脂(I.em.).C刷凶剛"

394. 1975 

3) A，tr.四dP-D: Quant!lkat羽田。fuerci.e capab;!lly 
and .v昌弘説附nof phl'ic剖'"・eityia !IIln. Pro8 
c.，町出恥 19:SI開花
‘) CWMlHf 0掴 dSChw..... J: Walki時.，加..時間

幽脚血凶 Nof 1M Bnte<! tr剖副"胤

Med Sc， S開 rt.9: 14. 1977 
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5 ) トレッドミル運動負荷中，手すりを握った場合と握らない

場合の差について

人

夫

社

正

幸

村

居

耽

今

島

矢

石田恵ー・

岩崎義彦・

町井 潔・

陪じめに

トレ 7 ドミル運動負荷民験に際して てすりをつ

かまぜると I 隊棄録取量は そ号でない栂舎に比べ

て少ないニとが知られている しかし 各 slage~撃

の静穏な鍛討についてはほとんど。包められないよ

うに恩われる そこで著者らは実需tどの程度負

荷が履滅されているのかを 厳禁消費量および心拍

出量等の循環路指標をもとに各'"""毎に検針した

ので録音する

I 対象と方法

目度!l; f~取量およぴ￡鎗出量測定については ?七

チレ〆樗呼吸法によ η劃定した 対畿は8名の健官官

男子で平め身長 167"111 平均体重S4.8kg 年齢

は19明治らz2健まで平均21俊である てすりの持ち

方1:.Uくも強〈もなく ごく自然な形でっかbよ

うに指場し また手す句の高さ" 一線に 88，固

とした トレヲドミル1:1:Bruce法を鯛ぃ，負荷侠

了は銃砲奮..いし 5とした呼気分併は Single

brealh法により 10秒毎に買庭環債取量を標定した

また studentt te$[により統計処理を行った

E 鎗果

てす旬の有無につき検討すると

(1) Hea同 raleについてはI 安静時72念日

"土11.slage 1で"土21.96企10，stagを2で107

:t 14. III企 8，Stage 3で 129:t 20， 129土 8

stage 4で 160:19，148主 8，stage 5で176土12

363土? 回復賜 3分で1I2:t13. 108土9 回復期

.制時巨酬

高木利明・

中村 豪・

5分で92土14.90土8であった 有意差検定につい

ては"申3と4でPく0.05，5で P<O.OIであ。

た

(2)収循細血圧について てすりを使用Lない

場合と使用した場合それぞれ!安砂時123土10，128 

:t 10. Bruee stage 1で143土 8.136土7 抗.. " 

で151主13.142;1: 11， stage 3で161:t12， 147土9，

sta~ 4で179土 9.169土11，stage 5で180ま14

178土10，固復期3分で1"土14.133土11 悶復期

6分で122土8.128全日で有意差については(1)と

同線であった

(3) 0∞ble productについて それぞれ安静

時醐~玄 2000， 9叙~土 17∞ s!age 1で13印刻土3500

13償却土2400.stage 2で16000土38∞ :制加土19∞!

叫 3で 21醐ま醐 1醐土畑町4で

2筑X細企4100. 25α~主 18∞ 鉱喝を5でお∞O:t3000，

2双X細企1500 固復期 3 分で16α~土 3200. 14000土

17∞，回復期 6分で11依)():t2000. 11ぽ~士山∞で有

意差は(1)と同様であ。た

(4) 分時自民気隻についてl それぞれ安鯵時

拙100土2∞0，10似~土 16∞ stage 1 でおα~企25∞

zα100土製ぬO.stage 2で35000企4200. 32α~.:"∞ 

51ag惨 3で‘製100土.. ∞， 43α~ 企 3800， stagを4で

75000土1000. 56α~士 43∞ slag.守 5 で89α~土 5200

"醐土6醐.回復期 3分で，岨四土61∞， 37醐

.，収幻自復航6分で 14似~土1)閃 14000土 1)∞

であり， Bruce 4. 5 Bよぴ回復鯛3分でPくO.()l 

の有意差カ唱Zめられた

(5) 体.あたりの敵禁領取震について。それぞ

れ安野時S.9:t0.1.5.8企0.6.stage 1で22:2.1
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，.士1.5.R褐.，で"土 ~.5. 2S::!:2.3. $U~ 3で

40主6.2.33土2.9.5toOll狸‘で"企9.2 “土3.'

st:are 5で"主11.51主3.6.図鑑則3分で"土i.8，

"土2.5.回復期6分で9土3.3. 7 :0.1で有意差

はlJ'と伺様であうた

(6) 惨.あたりのニB酸化E隆司，..地量は そ仇ぞ

れ......‘ 8念。 S.5. 1土0.7.5U&! Iで15.5土

2.0. 16.1:t 3， 5Uif' Zで22主Vt 22土3"

ltaa;! 3で"企‘.'"企5・， Rall降‘で"企7.'

.，土 8，stap5で"企9.5.53念12 掴復刻3分で

3J土6.S.2S会‘ 8 回復刻 6分で'.6主3，1.6土

0.'であり!有..~をほlJ'と問"であった
{71 Oxyg・n似JI$eについてほ それぞれ安野

時uま0.1，~.3土 0 .' 抗，~ ，で12.6土3. 11.2 

土1.'舗""で I~.1会2.0，12.1企1.6. Ra~ 3 

で16.6念3.2.13.2土1.，別'"‘で18.2:!:3.5，15 

土 1.slare 5で"土3.10.16.2企1.0.I!!l'lJNl3分

で12.5主2.3.10.2:!:1.5，回復期6分で5.3玄1.，

'.3土0.5であり 有意差はlJ'と問機であ。た

(8' 体"，.積あたりのも州出量について!それ
ぞれ安勝時3.S4:t0.8.3.HO‘ ....'で5.'土

"4. 5 ‘土0.7. Sla~ 2で6.'土1.2. 6.1土0.'

Slap 3で8.6全1.6.7.6土2‘"‘"，で11.6::!: 

1.1. 8.5念1.O.回復刻 3分で6.，土1.2.5.1土0.'

画自民間6分で3.5土1.6， 3.1)土0.4であり Ilag! 3 

4でPく0.05の有意獲が包めら札た

{引金闘について ~叫併ごとの催をすべて

プロ，トしてみると 厳司.....盆と<相也賓との相

関関係U てすりを使用し魯い槍舎の箇帰直線v.
0.I6Z2X+2.S3 相関係銭。 81 てすり倉健mLた

油会y・0.1493X+2“相関係'"刊を示し
両者とも'"雲間後の回帰;L楓を月"たが}

"前者の方がよか。た"司)

国考 書

相間関係

B需の."震のお・では トレ..~'!A-遺伝鍋6育成臓

は a血包心疾患の."野 循環B&患の還負担提能の
卸値予僚の指定 ')ハピ')テーシ置 Jへの応周噂

使用用途"広い日 ところで いずれの場合1:J箇い

ても湿動生理学的には手すηを持f;'1/;令いのが需で

みる LかL...:.疾患患者..還働負荷以験を行わせ

QoI8Ŝ 

...・r
13.0 

12. O 

11.0 

10.0 

•• • LO 

7・
‘・

s・
4・

記 鯵

-m・..ω 句"
V剛院..tW(.v・1・".

掴 Relac問 "w醐 tM.a.<!IK叫剛副
0. .oa..同町

150o 

~・・"体ft íl! ltI"~ηの心姐 t!l t. 111:・・1:~風景g買取
.含朱?

."手すりを使用Lた場合 ‘ li.1'~を周し会ぃ3..来す
る治舎に てすηを持たずに負荷金持うのは危険で

あ句 し泊. 手す"を縛.，f;方が安定Lた.. 績が
"られ再現住もよ〈 傘体的に閉じ負何量で:S高
値に出るといわれている (RI"K E) 今回の著者

らの目的" てすり使用の有規につS どの程度の

釜が生じるかを知るニとである てすηの有無"つ

畠!磁ヨ医m取..では， Z.;"，OIIらaが1979.!f-B.u.' 
の u勾雀 1でf!J0.8 ~eu， stap 5で約 3.5)，1m の

iIがあると線'"ている 今回著者らの成a.
""ω鵠制..で約 0.6Meu. staa担5で約 2.9Meu 
とほぼ同様令成績が得られた ただ L.Zei同紙事ら

の成繍1:SU~ 2. 3および4について"触れてい
ない著者ら li~s~ ごとに検討した さらに体

褒商慣あたりの<""幽霊について I~ . stage 1で0.'

stare 2で。 8.01喝"で1.0. .t~ 4で3.1.ilil 

周 3分で1.0.回復期6分で 0.5U."n/聞であ 9

た .(.;e幽量に関する各"'"ごとの底舗U著者ら

の姐ゐ隈町毘めら仇ない

• と め

1<) トレ，ドミル還...何奴織は必いて てす
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句使用の有島での食事警の漫tついて 駁奪'"取..

よぴ七位出量を含めて幅....指標につ§ 検ULt

12) 各指舗ともほi!"St~ 3， 4. 5で有意差是

包めた

(3) a.!ft取.と，(4'9総量は てすηの使引用の
有患にかかわらず ほほ問織の傾附?を示した しか

し 手すηのないヲ与が。 ょη欄間関係l孟よか，た

ft新医学 .40te..7号

支 猷

I i CP菌室文雄名朝包負荷<電置の怠.. ，事
合臨鉢羽【..“3-688.198 ~ 
2) C A z."， .. 紙L<ミ副 Supporty肝細.，倒s.ゆ砂町t

tnad..m 附] ~inc. N吋 Sd，ports 11; 112 
1979 
，) *野康福恩市直循環器負荷民験塗一種簡と

，医師トー 診断と治相優位.東京 pln-198.1978

6) トレッドミル運動負荷試験における

運動耐容能の再現性について

神川 正・

林 秀晴・

石坂恭 ー ・

安倍段彰・

小林 明・

山下哲生・

山崎 昇・

ほじめに

トレ，ド ミル蓮働負荷依験]!， 袋{-1;EのGIJj.J皇
室度の潤定およσ油製効"の野価等にひろ 〈思いら
れ その有用憶が鎗鏑きれているが従来本惨を

用いて.，効判定を符号沿合 通常負荷民験時におけ

る諸指療の平均値を比駁検討する方法が用いられて

いる L請し トレヲ ドミル還動負術試験のこれら路

指標には自然な動がかなりの湿度存在するため 慣

翁の有効性を鰐値するのに必要な変化ヨ院にー盟主のお

副院を定める~."がある そ二で今回われわれは ト

レ，ドミル遅鋤負傷民験による紙袋じa藁の碕幼野
価にー定のa鹿島障を作成することをE的と して 労作
性!j;，('ll息者のト レ，ドミル遷働負荷氏験tM治療

にて2園範行ι2昔f首相医の再現性を検討し，還"耐
容官をの自然"勘を固婦分tfi"jjをおよび区間鑑定法u
いて分続Lた

I 対象並びに方法

冠動峨退範にて主要冠動恨の 1伎以上!:73"以上

の有意狭窄を'''' 運動負荷氏厳樽に明らかな鉄心

.副院<園俗文司院院三肉骨

衝を巴めた労作性袋心症患者U例tlfaとした 平

均写ItttS6.14.易24例 女3例で 1舘R・・12例.
2 ttl.. 6例 3 t1.&， 9 例で~η 隊個性4心筋梗

..盆の合{It!!10例であ。た ""今回1:，1:.勾量発

.(，a t有するむのは付a良から f，l'~t.た

Brueeめ "銚ぽ凶による多段階トレ，ド星川レ運動

負荷紙肢を 2 - ‘ 遇腐の pl.~tbo 役与前後で行ヲ た

負荷の終点まはE・の胸衝 心電図の"..にほ修正12

"..複を飼い。%に』回ける 5T価低 IJ点ょ η

。ω秒後}を針欄し ①運動耐容時間 ②】俗図 5T
低下幽現時周③Bruce1・侠了時の 5T偏位につ

いて再現住を般討Lた 留矯分術館にて2圃の各指

..について綱簡を求め，この縄開よ句区割彼定訟を

用い 理信的に各箔磁の自~II:J砲の."‘.ょ"'"‘

信敏限界を宋めた

E鎗"

) )軍動樹容時間 Placebo役与後に.ける運鋤

耐容時聞の再現色1:r・0.914.Y・0.956x +3.31 
であ。た ニの固婚式よ町得られた還動酎容略聞に

Mける自然震動の95"1:1よぴ..，‘信側限界.図1に



1鉛9録記(7.1985) 昭和ω年7月

.， .， 

制

間

"・

鱒%
『

K-飽
『
閉
山

• • 
• • 

4且

• 
』

』

蹴

。.・
闘

醐• 醐• 瑚• 挺栂iω 

四

m

z
i
f
i
z
i
-
i
s
 

• 
• 

開

醐

醐

4ω 

醐

E
i
f--
ia
 

刊 制

戸凪掛け，.，

‘・"

• ε。3

。
'00 

醐酎醐制醐醐2ω ....奮闘 d....d..

bl自f!，否定耐震図の'5%および，，%引E観視界

h 白川畑 ('.0叫

. )運動耐容待問の再現住および図1

.， • 
田

醐

t∞ 

醐~ 
~ •• e・・(Id....

• 
• 
-
-
• L ¥『

開

間

叩
附

g
一-主主主章一

aaEiim

• 
• 

• 

開

瑚

S伺

制
4且

戸。即，-0. 9IJo+¥3. g 
a・2・

• 拙

。』
“"-

• X泊• 醐2切。• 
醐柑• 咽ム

瑚• m • 
lω 

l∞ 

i
i
i
-
3
1
2
2
 

TI.. .・・山川町計帥."・.

自然変動範闘の，，%必よぴ'99"1'1繍限界bl 

可畑山叩..fl...ST帥四附・(...，..1)
II11I11ST低下出現時間の再現住およぴ. ) 図2

運動時間に比しその棺関係数は低値であるが良好会

再現性を示し白この回婚式ょη求めた 1111m ST低

すなわら ωIroJ時の運動耐客時聞が3∞

秒の渇舎に1;1:110秒以内の運動耐容時間の延長は自

礎剤が有効と野価するため

示した

下也君電時間における白魚変動の，，%および鈎%信頼然変動の可能性があり

2∞秒の 1mmST 

低下出現岬聞を示す症例でほ!議貧前が有効と評価す

るためには 1∞秒以ょの延長カ .i'~警と考えられる

に省ける{問負荷量)

Control 時

I 3) ST 偏色~: 8ruc. 

限界を図2に示した二の 13~変動以よすなわち 110秒以上の延長

2) 1 mmST低下出現時間 1mmST低下出現時

Y事 0.943x+13.9であり，

1: 1:'， 

11' . .11:要と考えられる

聞の再現住1;1:r ・0.86;
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自然変動髭園の95"~領限界. ， 
町抑制白...."'"・町.k1o.d(e..'叫

a) ST a匝位の再現性およびi図3

..性期外収縮には大与な目差変動のあることが宙婚式陪y・0.631
ζの回帰式より求めた Bruce

S1傷位の再現性は r冨 0.731

Holter {，t;[!l司法

を周いて銑不整脈褒の薬効を野備するE的で糊外収

編め自然変動範圏を敏富十釣に求める'"みがなされて

Holter心電園法によη"められ
その改嘗

ニの結果よ

x -0.31であった

1・における S1偏位の95%信頼視界舎

における自然変動として図"こ示した

Morpor。山ら".ま分散分併を周いて

ら".よぴ我々川:1@j1l分析法.よぴ区間推定法を周

自然変動範園舎求めた今回夜々は Samiめ

方記長を用いてトレヲドミル運動負荷鉱験時の路2官僚

の分併を行いI 療効役与前後各:固め運動負荷氏験

にて祝祭心，.，.の薬効を判定する場合

11運動酎容時簡では120秒の延長

2) 1 mm5T低下出現時間では"0秒以上の延長

S1偏位でl三1mm以上の改善が必要と考え

Sami いるS1偏位の自然震動111.0 mmカら1.1mmで

夜剰が有効と終値するためには少な〈とも

1.1 mm以ょの改善が岳要と考えられる

η 

あり

、ゐ

a民

II Morpnroth. et &1， Circulatioo 58: 408. 19;8 
2) Sami. et“Circulation 62， 1172. 1980 
3'鈴木与志和!他 日内会舘 71，421. 1982 

支

る

31 

考書ならびにまとめ

ドミル運動負荷鋭敏による抗役七症誕の議

効判定を行うための基準を作成する目的で。伏双心

症薬の投与をヲけていない労作性狭.c..ll.'患者"名を

対象として! トレヲドミル運劃負荷試験を 2-4週

間の間隔で2圏諸行し 運動耐容能およびS1侮位

に必ける目差変動を回帰分布時塗およぴ区間緩定法を

用いて解析した

後調陸 自候変動範留 すなわち正曾値等を求める

に'"嘗指僚の変動の大き各より 2倍の探箪偏差

(25D)を求めることが 般的であ。た しかし4、

国

トレヲ
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7) 運動負荷試験の再現性一回復期に関する検討

鯵塩 陸

飯図 要・

蔵匿事宜・

飯図啓沼・

t会本阻罵・

絵図光生・

杉下靖郎・ 伊藤

u じ めに

針作後<.Iiの運a自負荷以般における各種指憾の樗
現役".舎の負荷賦験のプロトコールが適切でめ

る山隈句 良好であるミとが鑓られている ・ しか

し 回復期日おける各復措備の再現住に筒する検討

陪ほとんどなされていない 負荷による ST陽下が

負努隔のレベルまで復する均聞は 定島根侵患の.

a度を反映するとい う緑台aもあり 回復"に必け
る循環指標.，(.'.圃."ヒも!t;，(.，aの病鰻を初.上で
....考えられる そこで 退動負荷武威の再現性

厳-

.街後l分およUS分に録." 高速歳体クロマト

グ '7i-(THIl法によ句血中 N"叩intphrine

(NE) iI:!!を"定した 」己記デロ トコールによる負

情賦験を11土9日間隔で2包崎行し その再現性に

つき検討した ~ t:s. 2置の伏験において電極位置

U開ーと L.， ST降下康"各時点に必ける盆".障の

ST除下の..和 (ZST)によ 句E千億Lた また，

笛々の例におけゐ"箔標の再現住の判定については

S刷。klerらの線管舗に従い心循訟初/分収縮鯛

血圧 30 mmHa-. Rat! Prus¥!re Pr“uct (RPP) 
4ぽ..負!11縛設時間 2分の'"・以ょを省主の奮'"

の良好会針作袋.(.-!主目，.いて 回復婦についても岡 とみ令した

じ〈再現包が良好か否か検討した

I 対象および方法

対・ ''''の安定Lた労作星島心症'"時{隼齢

56.'企11.4俊男M例女4例}であヲたlS例に

範行した窓勤限這修所見".内径の15穏以上の後増

含有曹とすると. 3綾袋穆 2後狭穆 1筏後帯

そ札ぞれs例であ。た
ヨE勉負荷誌肢の方議エルゴdータを用、~ 臥位
にて待。た鉱識の開始時""午後のー定時刻とし

た 怠伏験に先立、 予備隊駿を2聞以よ施行し

趣切&負荷プロト コール金決定した .，曹の方布告は

初固 "'"量を 0.5-1.0W~túkg とし。 3 分毎に

0.5 Wan/klずつ噌量する多段階調け・注とし 終点

は胸績もし'"有tの ST降下とした こζで有量

の ST降下とl!，J点よ勾0.08砂での 0，1mV J.:1ょ

の水平伝いし下待傾斜忍陽下と Lた 負荷伏線~

上院血尽を l分毎に瑚定<電図を30秒毎に"Iiし

負符終了後 負荷前のレベルに復するまで行ヲた

また 肘....に穿鞠針金箇定し。負荷前 .碕鈴弘

• liUl~'" Uf長僅..内"

E 組 黒

1 負担町終点における路指爆の再現性 {褒 10)

負荷縛務時局 2分以上の震動は i例のみであη

その再現後"良好であ 9た 重た 2園の負荷民織

の聞でr・0.82(p <0.00の有憲の定相関を"め

た ，(.，~吉氏収緩期血圧および RPP につ いて も

.(.48訟に必いてのみz。以ょの."，が2例に"められ
たが値の揃慨には有意の"勘"な〈 その男現住

は比銭的良好であヲた 各術保の2留の負荷鉱績に

必ける組閣は.む抱主主 r・0.76(Pく0.00 収

繍期鹿屋 r '-0.89 (P<O.Oll， RPP: r ・0踊
(p <0.01lと良好であ9た また ISTについ

ても 2固の負荷民般にて v・0苅 ，.くO.Ouの

有量の正栂閃を包めた 芳血中 NE漏性につい

ては Z箇の総験において有患の相聞を包め令か。

た

2 園復悶にお付るZ省担保の湾攻住 {褒Ib)

固11Mに』回ける，CAS;誌にっさ 負荷後1分よ旬s
分までl分毎に2回の負荷試験の相関をみると 後
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表 1 負荷焦点および函復期における各指様の湾現盤

. )負荷終点

E x 1 EX 2 EXI :EX2 

負荷持続時間(秒) 331土 67 3<3土 68 r z 0.82， p < 0.01 

心拍 世 (bpm) 107土 15 111土" r -0.76. P < 0.01 

取描湖血'"凶<，) m 土 22 111士 19 r -O.昌弘 p < 0.01 

R P p (XI()3) 18 ‘5:4，] 19.0:: 3.7 r-0.77， p<O，O] 

三 s T(田川 6.9土 3.' 8，2 .:!: 5.2 r = 0.78， P < 0.01 

P N E (pg!ml) 385土 230 367 土 189 t '" 0.55， NS 

b)回復興院

後 1 分 後 s 分
Ex> EX2IEX1:EX2 EXl EX2 EXl :Ex2 

固 11時間(秒) E X 1 : 3∞>205 EX2: 320:194 EX]:Ex2 NS 

心拍数 (bpm) ..土" "土13 r""0.55.p<0.05ト 75土14 75土10 r-0.66.p<0.01 

眠櫨問血圧1，皿H.) 163土19 162:!:却 r'"'0.61，p<0.01 147土23 151土20 r-0.67.p<0.01 

R P P (Xlo-') 13.7土3.1 13.8土3.1 r-0.62.p<0.01 11.0土2.8 11・4土221r-m

P N E (pg!ml) 512土'" 538土'" ."'0.73.p<0.01 291土173 269:i: 134 I r=Oι7，p<0.05 

拠隠醐織につもて同後l分と後5伺岬した醐酬とは5T醐 t>'.Ji駒山んに酎..での縄問で品

1分のみ t=0.55 (Pく0.05)と高い栂聞を包吟令

かったもののほかは r・0.66-0.83(いずれも 9

<0.00と良好な将閣を包めた また。倍々の盆例

における再現住も良好であったー方収縮細血圧

についてみると 有意の正格咽はあった(後1分

r -0.61. P<O.Ol 後2分 r亘 0.78. P<O.OI 

後 3分 r=-0.59. Pく0.0弘後4分 r=0.58 

Pく0.05 後5分 r‘0.67， Pく0.01)ものの

個々の症例での袈>>1.1，(..嶋監に比L大であった絡

に. 2図の伊織での収櫨矧血圧の変動を負荷終点と

後 3分で比ぺると。役者において有窓に('

く0.051大であ 9た '"の回復期における再現

性はよ<. 2固め負荷""での相聞も r・0.62

0.90 (P<O.OO と"鮮であった また血中 HEに

ついてみると 負荷後1分 r-O.73. Pく0.01

負荷後5分 r-0.67. Pく0.05といずれも 2固の

依験での再続性は良好であ句た

方 51 優位が負荷輸のレベルに彼する室での

時間をみると。 18例中9例で2図の負街試験での差

が2分以上.。た また 2固め負荷拭験の網で有

意の網開も包めなか。た また m につき負荷後
1分ごとに2圃の試験の相腐をみると 後 1分のみ

l孟r=0.84 (pく0.00とよい相関を包めたが後

2分 r冒 0.47(NS). 後3分 .-0.52 {p 

く0応) 後 4分 r -0.4渇削除) 後s分 ， . 
0.56 (Pく0.0応}と勉め指憾に比し。良好な相関を

包めなかった 5T備位回復時聞の再現性がよか。

たは分以内) 9例と. ，再現性が不良であった 12

分以上)9例につき 経動脈狭窄校教I 負荷終点の

RPP， 2固の負荷試験の範行自の間隔につき比般L

たが有意獲を包めなかヲた

血考 察

労作袋.(.-1草特に症状の安定した狭'(.'tIEにおいて

は，運動負荷紋級における各種指標の再現住"良好

であるとの線告が多い2・..固め検討もそれを獲

づけている Lかし.51偏位の回復時間の再現役

については 18例中§例 (50")で2分以上の変動

をみたとおり良好とはいえなか。た 竃掌編性銑必

盆においては 包復期に新たな心筋虚血が生ずるこ

とがある この現象の再現性は不良であることからI

ST偏位の函復時間の再現性を不良にする 図にな

ると考えられるが，今回の対集には このような症

例は含まれていなかヲた



昭和60年u げ 1985)

第二に 5T慣位箇復時間の再現住の木良であっ

た窪測において 運動負荷による血圧上昇ゃ 5T除

下の Pelkを。負荷終点ではな〈回復刻に認めた窪

例が多かった しかも 2固の低験において. 1闘の

み5T降下の最大値位が包復刻にずれこむことが多

〈 ミれが回復時間の変動i二大き〈彫零した可能性

が考えら礼る 負荷後の血圧よ昇ゃ 5T禄下の鳩強

には 運動中止に伴う勉訟な神経体良性因子の変勧

必よぴ慣洛な飼笛機転が関与するζとが予想される

そこでi 今聞は その中で交感得緩系の役割を明

らかにするた吟。血中 NE活性について検討した

その結果は 負街終点における NE活性UZ!IDの負

荷試験で慣関がな泊ったが 回復刻においては良好

な相関を包め 交感神経系の役割について明確な箱

誌を下せなかった

包 録 1513 

結 E善

症状の安定した労作後毛症において 負荷終授に

おける各種指傑の再現役は良好であったが降下し

た5Tが負荷終点より負荷前のレベルに復するまで

の回11時間の再現性は.lt般的不良であった
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8 ) 労作狭心症における運動耐容能の再現性

野図省二・】

宮口和彦.。

近藤昭夫・，

都築雅人・l

谷口直樹・=

外畑 終・1

都築実記.• 

はじめに

近年!種々の銃袋L盆藁が開発臨康俊周される

ようになり，これらの薬剤の効呆判定のみならず

個々の後心盆患者に優趨の夜明を選択するには正信

な薄効野簡が必須となヲている そして連動隊験に

よる抗議1.-lÆi1!の亙稽&評~のためには 密集心信に

おける選動総験の再現慢が良好であることカe前提と

なる 狭心症患者の運動試験の再現住には種々の因

子が，.響する"が。それらの圏平民対する恨，.な配

慮の上で袋(.，m;:に"'ずる運動試験の再現性 ひいて

は抗侠心症震の'"効を蹟ずることが可能となる す

なわら試験対象は安定した労作唯夫心窪に限定すべ暑

であη 薬剤役与試験に先立って紋留の運動以験を

行い 常に心筋虚血が続発されるニとを信也すると

ともに 還動紋昼食に十分サ慣らして必〈ことが必要と

なる また少な〈とも運動氏験前 2時間以内には飲

酒食事喫煙!強い運動怖を後えさせるぺきであ

る また検者側と Lては運動終7点決定の個人差を

俳除するとめに 少なくとも l後検者の連動試験は

同ー検者が担当すぺさである

以ょのようなZ菅沼に留意して 袋々は紙袋心徒薬

.""役与前後の運鈎武駿による..効評価法をLぽL

ば用いており ニの評鑓訟の奉縫と なるべS

placeb。役与前後の徐心復患者の運動耐容能の再現

住を検討した

・'.芭極大学舗内件"犬同網院循環語肉符 .，畑.市民術院内併
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I 対象・方法

対象;!i:At~.(.-li:含有しなも h労作~M 症患者"名

で 先行する数回以上旬運動伏殺を実緯 L 再現住

をも令て後レ震が跨Eをされると判断された症例に限

定した 金例に冠働脈i産量，.施行し 主要程動脈の

1筏以上に有意後窄を包めた対象を"惨に分"。

第 11摩(16名舞14名女2名平均年齢5<土，"-

心筋梗奮の既往を有する者?名)は午前9符30分-

10時に pl.tee凶役与し 投与産前およぴ2. ~. 7 

"待問後に運動奴験を行。た すぺて入院患者でi

食後十分な安勝時聞をとらせるよう配慮した 癖2

2摩ll1名男10名 "1名平均年飴"土7後，t

筋梗塞の度後を有する者4名)は午後1略30分~

2時‘:placeb。役与し 投与直前および2時間後に

運動訳駿を待った 2鮮は主kして通院患者より成

る 】 2群とも運働耐客自営に彫縛すると考えられ

る務剤は 訳験前日より中止させた

運動欽験法としては修正 Bruce法トレヲドミル

運動鉱験aを用い 運動終7点は盆例中等度の胸痛

出現とした 息切れ。下肢倦怠感毒事で運動中止した

例lま含まれていない 運動鉱験中は先行する運動総

臓で量も強い ST低下の見られた"場を含む 1-6 

鯵i阜の逮縫い電図位録を行い!ニれよ句 u富数 億
大 ST低下を求めた 血庄"水銀血圧計にて鹿防法

で求めた 雀針学的検定にI!pa;redおよび"""

.関

泊四

且-"
仙m

.-， 
ω • 

最新医学第<0'善指?骨

paired t testを籾いた

E 結果

図 1に"紅白。役与前t:conνω とした投与後2

4. 7，24時間.よぴ翌日以後の連動時間の増分を

示す これらのうら2略間後でのみ有愈に運動時周

治延長し。その得分は21.6主30，2秒であった

Peak .(，拍:1. peak収値観血圧 peak PRP I丸

いずれも placebo役与前に比し投与後の各時点と

も有意な変化を示さなかった また愚大 51下除も。

役与後lま役与前に比し 平均値で O.02mV以内の

変化で有意な変化ではなか。た また?よ11の2

時間後でのωntrolに対する翠'防局開港分は 2跨

周後の C凶Irol に付する~大 51 下降の変化分白

P聞 kPRPの噌分のいずれとも有憲な相聞を"めな

かった

Placebo投与前および2時間後の伏験実施時刻が

午前であるこ とが。このような成績とな。た原因で

あるかどうかを検討するために 午後】時30分匂2

時に plateぬ投与し。直前必よぴ2時間後に運動S実

験を待。た第21草のII名の成繍と比較してみた 午

後では2時潤後の酬出lに対する運働時間箱分は

16.5土30，'秒と 午前に比L2時間後での運動時閉

め槽分が少な〈な9たが 依黙2時間後の運動時聞

は C削 IrolI比し延長傾向であり ニめ運動時間槽

分は午前実施時め2持間後の逮動島幸網増分 (21.6企

泊四
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・・"
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30.2秒)との周に有意差を包めなかった 労作後心症患者の薬効僻価含行うには必ず p!ae~b。

また トレヲドミル逮働中l分毎の PRPの鑑移 住与'"険金行い!この成績と比鮫検討すること ま

を凶aceb。投与前 2時間後で比叙すると 午前 た午前より午後lニ'"食を実施した方が望ましいと恩

午後ともに2時間後でlまωntrolに比し PRPが低 われた

下傾向となったが午前の方が2時間後での PRP

の低下が強かった

盟考 事官

労作後4寸藍患者の運動耐容院の自然変動幅"

placebo設与 2時間後では conlrQIに比し!ほぽ

-40秒ー+80移の範圏にあ旬 他の時間間備でも

組おむむこの貧困に hった 午前に実錯した

placebo投与試験では 2時間後で controlに比し

有量な還鋤時間の延震が見られたがi 午後に妥結し

ても 2時間後"印刷，"に比し延長傾向に為った

これらの動$:1;): peak PRP， .大 S7下降と相関せ

ず. 2時間後銃殺で温負荷となヲた可能性信少ない

と思われる

午前実絡!午後実緒とも. 2時間後で"，ω"ω

に比し運動中の PRPが低下傾向にあη ζの傾向
は午前実纏鮮で大であうたことよη，初留民験時に

おける遅勘婚事の低下 2回E民験での慣れの..響

が考えら九る また午前 l問自の週動では冠動車保

'"0凶の量;!Dも考えられる これらの最を考慮して

鎗 語

安勝俊.c症を有しない労作貌心益三守者27名で!選
鋤耐客能の巴内変動を検討した

l 初固運動時は2固.(2時間後}に比し，還動

時間が短〈 同一運動時の省官啄系尻応が大であっ

た また，午前・午後の比綬では午後に運動Lた

緬舎に還動時間循環系反応とも変動が小さい

ようであり。 再三定住がより良好であるよろに墨わ

れた

2. placebo投与z勝網前後の運動時間の増分"午

前実絡がーお秒ー+82秒午後実絡が 46秒

+78砂であった (me:a自主2SD)

3 藁剣効果を倹討するには placebo役与による

contr.ωtえ塁突を行う ζとが不可欠であり白遍動を

午後に実施するのが温ましいと思おれる

文 u 

"外姐厳健医学と司医学 11:33_40.1984 

2l外畑段内科ンリ ズ No.36.~集，...のすべて

{村尾覚.)~江::. p126. 1981 

9 ) 労作性狭心症における treadmill負荷試験の再現性

およぴその問題占

岡島智志・

繍井宏志・

はじめに

労作性佼心盆における treadmi1l負荷試験の再現

性巳ついて検討すると共に。その問題点について冠

動脈遠景所見との汁比寄を加え 考司持した

.慌鍵青梅生大字内併

E ロ周生・

水野 康・

I 対象と方塗

対象"冠動脈遺影にて主たる冠動脈に，，%以上の

内盤後穆含有し 修正，..関峰による treadmil!負

荷依昼食を 2度以上諸行した労作性決446EaE智男子)7

例女子3例の""0例で年齢1:::44-68畿であった



a鋳震学M:40t¥第7号錫" 1516 

"同附 Al'oC1NA

n~ ，.!."....， ..i・(¥'，1... at・.d1101") 
'" XIO' 

Y • ・.
'" 

Y叫拙+13.99
E叫如

P<O.O雌

..K( 

v 

" 
V叫 IIX+Il.刷
，-0.輔
P<O.蹴

旭

Y
M凶
・
1

J
 

L

・
醐醐

• 2ω 
E 
z 

，. z 
官

E 

Y~.ux+n.循

r _O.~ 

~.臨

削
1ω 問'. 

x ，. 
XIO' 

1・ι官e・e
醐削e 】E

Z
 
開

4

棚

田

" ， .. 
1・τu・2

l.，~ &
m
u
w
 

率A‘ 
2伺

1・t，..， 
uF
M
 

94H 

的

。

".凹RATIOl>.. 、'". 
-仇山

Y .. 
醐

E 
冒

初

Y四，..陪X+l7.f‘
，・0・u
P<O.~ 

• • • 
m .・:， E

・y・O.S2X+3・5
E叫鰯

H 臥鵬

.・m 

同

E 

x ... ω 制。• M 均四x 2・" 。

収沼期血匡

1・t，..， 
労作盤狭心ペZに必ける絢粛を end-pointとした tr.admi1l負街悼の金大H宣教
pressur. '110 prodUCl 体厳費消費量および運航，，，綾防局の再現住
いずれも繍瑚 I~ I自自の段績をt 級輸1:21ID自の成鏑を示す

h. .... 

悶1

銘菓並びに考案

， Iτreadmill J負荷による検心宿先現の再現佳良

好.労作性事実心症署障の機討

Treadmill負荷による胸痛発現の再現性が良好で

あ，た労作位農.(-i蓋l;，t， 20例.'6閣(男子14例女

子2例)存在した ζれらの虚例について 運動終

了時の展大心舗数収縮期血圧並ぴに pressur.

rate product (PRP) 運動終了前 1分間の修厳禁消

費量 (vo，j担よぴ運動鰐続時間の再現佳を検討し

たものが国 1である いずれも慣舗に E回目の成績

E 
盆例 化筋便番の合併"な〈 労作費表委鯵挨{-!ll孟

除外した 運動負街武駿の end-pointは狭心痛の出

現としたが狭心舗の出現しない幼合には.，標，(.，m
数到還をもヲて運動終了とした treadllliU負荷時

に官官に袋心衡の発現する労作性狭，(.症を決心得発現

の再現佳良好例とし，ー方 tr回 dmill負荷により銚

.(;鳴が出現したり あるいl主役心、衡が幽現せず目標

心抱Zままで運動可俊であ ~!~η した労作性被也、症は

狭心痛発現の再現性不良例と Lた綾釜期間中庭

血流量に彫響を与える礎机 β違断剣!ンギタリス

剤は原則と して中止し 止むをえない症例ではいわ

問者周にほ各々 r緩紬に2歯固め鹿績を示すをI百援策消費量ゆる冠鉱張斉Jの周一去を縫鍵役与した

0.866および'0.913といず0.946. 

れも有意な正相関を包めた

労作性後七盆患者では侠心術鐙現の開催が個々の

患者でほ"一定して必り triple productなPRP 

0.907. -O.8Il鼠"ヲクダ製 El.ctr。闘tabolorBMS-6∞によ月連働
負荷民験中連続調定した
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1518 記

‘' 
どの術保が各患宥固有町の随健全超えると狼{鍋が発

現するとい今ゆ 令園脆衡をmd-p副 M とLてー

定の，.. 嶋~酬に縫い lread耐l 負荷を行9 たが<，

循Zま収1i11l8JI，PRP， Vo，およぴ運動?警捜均周

はいすれも初固と後自行。た2園自の験変成績との

間に有意傘立錯簡を怒し 再現住は良好で~?た

2) Treadmllt負荷による狼<術発現の再現住不

良な労作性狼弘、症の織肘

図2Aは5110男子労作性役心症例め trωdmiU

負荷心電図である 初闘の検査でI三遵働開始後9分

で胸痛幽演し{，司E園に明らかな ST低下を包の

還勉終了時の<<淘訟は1271分であ。た "8畿の問

ー碍刻の trud沼山1負荷では 前回と閉じ9分1:fj 

いてむ胸編"出現せず 更に還鈴を緩行L 遅働健

闘N分11秒，金大，CA台数1611分与働別優大予泊4

拍数の釘..で負務官行ったが胸痛"ぴに也、電図

の ST低下を生じな，・?t:

図 26 t:周ー例の冠動脈造彫を示す AHA分舗

による左前下待伎 (LAD)の.，に1S，.，の密集..."

eた (図 2B tilが， eriOnO¥'lne負荷によりお%

量訴盛掌 M40'!，11 7 'It 

後'.. ，が更に.，.へ銑小fとした(国"右}

s!)asmを生じうる症例と考えられる

二のように 町制d肌 11負荷による銭4・"現の再

現住金示さなか，た労作色決<-Il.が‘例 (男子3例

女子1例}存在Lた

3)窓幽帰途彫所見との対比

・"ま労{宇佐狭心症盆'"例のを働脈逮Il所見を示

し 夜中の数字は症例訟であり 墨印の付いた鍾，.

内の歓字は lreadmiU1負荷による~，(，IIRlJlの再現

色.包めなか，たを例数を表す 窓劃尿病変l孟俵も

畿...置の..ぃ部位を そして問-~qe貨の樋舎に"

司TI'・の"位を主術賓と Lて後Lた tr"d四iU負
荷による倹.f..fiIil現の再現鐙が.かラた症例ぼすべ

て1伎病変"であη 節也別には LAOで し治も

お気鉄窄例であ9 た その他の"'窓働民主""の

".篠宮書例~， 90"以上の後増を有する"軍備費明

白よぴ3続規."砲では すべて Irud.m山..，によ

る後七衡実現の再現佳l主良鮮で.?た ニのζと拡

電動脈鋼"の比般的騒い例で再現也が悪いことを示

し ζのよう会盆例では器質的後穆に加え 何らか

表， ，惨f智也~'c..jf例の，it国際..彫所見

.c. 凶 τ .... o.c> 

'"' 
Sn:.sOSIS 11

'
1314 

ー

• I ， '1.110 " IZIU!1I11s SVO .. ‘ ，ι"D軒' 合 o 
Et2 112IE '"】

1¥"-¥0 ~ 

" 2ω 
e・llta+t・1Fat 

。、. ". II"...f C.・H 2 

N・8 " 
" 

副 4同・4mb't 
1 

...白
n・ .s..“E・軒竃

a 

2 

，.， 
円0'i 

ftゅの歓字;左往例2去を雪量し 錨."内肉墨即m付ぃf:t't字:~ ..udmi1t負荷による練心街屍
現の再現包6 '会か勺た~~訟を最す 程"・E痢奮:saEも携帯度の強い鶴泣き そして岡ー
焼事aの場合lニロ中偲欄の"也，主禍まと L.AHA分oに従ーヲて表した

SVD : 1僧・1'11: DVD: 2枕網蛮
TVD: 3槍術寵
'"  省忽働腿 LMT: E程関根孟句郁
LAD: E嗣下待枝 '" 左園施伐
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の引の因子が加わ。て狭心発作の起こることが推測

される

会初例について!斬忽床後決菌や便所へ行った島幸

に篠弘、舗が包こるが 午後には問機の労作でも侠'L'

衡が生じないという盆状の有無を検討したところ，

この症状を有する症例が2例存在したが共に i伎

痢変例であり I 且つ treadmill負待による後レ翁発

現の再現性のない症例であヲた 従ってζのような

spasmによョて観明 L号る決心衡の起こ η方が

trudmill負荷による俊也、信発現の再現住のない症

例にみられたこと これらの症例において恩納労作

時の後心症に対しc.情筑術が奏効じたこと .よ
"前進め症例では.""。吋".負荷によ旬句お皿を

限発しえた二とから これらの treadmill負荷の再

現性不良例においては冠鋤聴の spasmの関与が考

えられた 一般に treadmilJ負荷の再混性不良例で

は。末綱循環レベルでの代謝の改善 運動の慣れに

よる体厳禁i育費量低下に伴う心筋儀費消費量の誠少

あるいは神程修複性盛子の包容などが考えられてい

るが。句おmの関与も考慮すぺきであろう

般返 虚血栓七疾患古機剣の薬効待値に燦し，労

" 錫 1519 

作性後.(;症例に絢舗を tr.d-poimとする trndmil1

負荷を行い 運動耐容能を箔得と して"規的な効果

判定を行う方法が飼いられつつある しかし前進の

ように tread刷 1負荷による役七痛発表の再現住の

ない労作性後心症も存在するため 対象の選択に"

十分留意するミとが~，，，，と考えられる

結 踊

1 決心街発現の再現性良好な労作位協心復活例の

trudmill 負荷の運動面庁警鐘 体厳繁消費量の再

現住は良好であった ζの醇には90%以上の侠窄

を有する l枝痢変例およぴ多伎病変例のすべてが

含まれた

2. Trtadmill負栂による後七、街発現の再現憶の会

い労作性侠，c.'tIEが.. 略'"められたが これらはす

べて 1綾制変例で LADの75%袋帯例であった

これらの定例では冠動脈の勾"m の伺与が-~

と考えられた

文 a院

1) Rob国， Bf:C;ro山 I;on35: 1Oi3. 1967 

2) Redw.民泊 DR:C;，o凶alio川 43:618.1971

10) 狭心症におけるトレッドミル負荷試験の再現性の検討

中村

裕薄

仁・

忠範・

加藤和三・

ほじめに

麻野井

山本

英次・

真千子・

飯沼宏之・

高僧宜光・

I 対象および方議

決心症の発作禄弐によヲて病型分績を待ぃ，各病 u筋使~の合併がなし術思よ 1 カ月以上佳作機

'" おける運剣負湾政Z衆院議の再現性 必よぴ事再現 弐や傾皮1:1i化の会い安定星決心症を月~とした

性に，修，審 4をt与える要~，に=ついて検z針守を行つたので縄 その内2訳P，1;t主 労作性2袋史心盆 (E!僻手利(1沼8例 労作楚安

告する a鯵'猿4也L
例でaあhる 冠，動唱m旅R造'彫降商所時見iはεo伎4病宵変E!静字6例
E+RI手10例 R傍4例 i枝病変E!字4例 E+ 

. ..:，.岨.菅間究所
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"摩4例 R群3例多筏病変EI写8例 E+R欝

4例 R!事o例であ，た treadmill負荷欽験I主
舞役高峰に Bruceめプロトコールに徒。て行い。

l週間以内に 2固の負荷が終了するようにした 各

病型ごと 6運動中止理盈 最大運動時間同連勧

時間」おける ST低下および.CA富反応の再現性につ
いて後射した

E 信果および考案

1 運動中止理由および最大蓮勧降問問寓混性

EI手i8例 ~16例 189 弱l. E+R~写i8例中 12例

(67%)， RCJi例区伊6例 (86%)において 2図の検

査の運動中止理歯" 致し E 群およぴR鮮の再芝定

住iS良好であった すなわ"併では2固とも胸街

出現。 R併では胸篠非出現例が多〈 各病塑の発作

E思 2

，-， 
醐

醐

咽

醐

• 。
J 白，， 

， 

， ， ， ， 

醐

〆

。

咽 開 剛 t阿

E..l 
図1 R.prooucibililY o( Exerd.. Dur~IiQn 
(Anginal Au~ck ) 

，~ 

t・B

-3.0 /. 

， 
，~ 

l・・2

-)，0 

-2.0 
• 

-2.Q 
〆• 〆

4企‘ ι〆

.蔚医学第'"省第?号

発生機序よηある綾度予忽各れる結果であった 胸

篠再出現例1:E I障11例 E+U手5測であ。たが

これらの症例の俵大連勧持閣の再現性は図 1の如〈

比般的良<.その変動錨ば平均46.l秒であヲた

Smoklerら"も modtr31e Se"treな胸痛に妄る運動

縛筒l主良い再現性を示したと録音しており 枝々の

成績と 致Lている

2 岡遺勘崎聞にお付る ST低下の湾現性

国2に示す如<.EI手必よぴR!手で11，S1低下

め湾現住"良好であった(特に。三角聞で示した運

動負笥試験経験例で"よ旬良い再現住をみた) ま

た各空は iden山"lineの下方に集中し トレーニ J

グ効果による ST低下の己主著傾陶が示唆された

方 E+R鮮に"いては ST低下の再現伎は悪〈

トレ F ニ〆グ効泉による ST低下の変勧にも 定の

傾向ほEめられなかった ニの傾向は運動負荷試験

経験例tついてみても問権であった

S 
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圏 4

次に 有.f:i冠動際病変の有無を考慮して伺ー運動

時間に"'ずる 5T低下の再現住金比較すると(図

3l. E鮮の有意震動服病変例彪よrF'野では 2 

記 鋒 15tl 

回の運動での 57低下度の筆活 他の3鮮日比べ有

意に小きかった また EI手においてエ 有意冠動尿

病変の有無によって. 5T低下度の差こ有量差が"

められた 近年労作位決.，.症においても程撃舗の

関与する盆"のあるミとが綴告されている川が か

かる酵の 5T低下の再現役は患いことを示唆する成

績と恩われた E+' 群で"冠動脈病変の有集にか

かわηなく 5T低下度の差が大であη再現性主悪

油、会た

3. '" 湿動湖周 ζおける'0箔反応と"低下度

の相互関係

図 4は伺還動時間における 5T低下度の釜全

般舗に .CA酋訟の差金慣鎗に似"lたものである
{マイナス符号は. 2回自の 5T低下痩141回目よ

り制強心拍急"減少"一二とを意..するJ. E醇

の有意冠動様相時変測においては L拍数と5T低下

度の差の聞に有意な相慣がありl 也、拍訟の減少に

よ，て 5T低下疫の改善が包められた '"におも t

てもレ抱訟と 5T低下度の差の聞に1::'，E'平の有章

冠動副長病変例と向織の傾向が包め勺れた これに付

して E + ，静では心拍訟の変化と 5T低下旬Eの変

itlば 七箔反応以外の要鋼が関与することが示唆

された

m ~ 括

以上よη 後也、症患者の還動による胸繍の発現お

よぴ ST低下旬Eの得度性1::'，狭七盆の者向型 冠動周眠

術変の有鰻および2置の負荷に対する.，...反応に"

容されると考えられた

文 .

1) Smokler PE..' al:Ciroulation 48:346.1973 

幻 Yuue礼針 al: c川町l;on59:938. 1919 

JI 個目，~，・E 地呼吸と鋤環 29 : 1103.1981 
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E運動による心電図変化と盟運勧異常

J ) 心筋梗塞症の運動負荷による ST偏位の意義

高橋啓美・ 山口組太郎・ 古賀聖士・

井信正保・ 豊噌功次・ 長国浩司・

佳江道正・ 板家守夫・ 板家研一・

古賀義則・ 字詰宮典彦・ 戸嶋裕徳・

はじめに

陳旧性七筋梗塞症例の蓮鋤負荷中のST偏位には

5Tの上鼻 降下あるいは両者が共に出現する嶋倉

もあ句 それらの窓終についてlままだ見続の一致辺

見られていない，-.本研究でl孟.(.筋のu をほぼ
直後約に限察することがで畠る TI-201"レ筋ン〆チ

グラフィ を用いて還勧負荷による新たな虚血との

関係を後討し 更に負荷~の CQnlrast 町山。d によ

る左室退髭によ η血行動感的後討も行った

I 対象と方塗

Tト201による被1すでは ω""ω として飽常ポラン

テ<79例を周い。陳!日性L筋梗"躍は3i例である

心筋梗..鮮は逮働中の 5T偏依により 5T偏位がな

地""f~ ST不変紙 5Tの降下のみが出現した 5T

降下旬 5Tの上昇のみが也視した 5T上昇鉾 5T 

の上昇と共に陽下も同時に包められた 5T上昇降下

g障の"手に分領した 運動負荷は 20wauから3分

毎に 20watlずフ橋会ーする多段階臥位自伝車エルゴ

メ岨ター惨を用いた 彼自震は正面 LAO:W 

LA06O' 友関薗の4方向で行い 得られた心筋.

をCircumferentialにi6分割して}弁口"を除いた

12 se~ems を検針の対象とした ー過性4心筋虚血

の有望号1;1Redistribution index (RD!)を周いて判定

したい また血行動思的検討では 還動負待で 5T

偏位が包められず 冠動脈退彫でも狭窄め包められ

なかった Varl込山 angina6例を ωntrolとL.lt動

t尿病変君事弓5例と用織に安併時および重是大運動負荷

.久留朱大学.三内事事

ゅの con!raS!田山側による左室道修を範行L

i¥ennedvらの方法&により左室容量を算出した

E 結果および考案

まずれ 201による検討では図 1に示すように

5T不変傍7例で abnormalRD!を底的た例はな〈

5T上昇鮮でも?例中 1例にしか毘めなかった こ

れに対 L.ST腸下群では9例区t6例 (61%).ST 

よ昇爆下欝で"8例中 5例 (63%) に abnormal

RDIが出現した また各鮮の非穫量.. 誌の支配冠動

脈の銑穆の窪疫を比敏すると{圏 1). ST不'"群

や 5Tよ昇震で1::'75%以上の有意術聖例は 各々 i

例と 2例のみであった ー方 5T降下畿では有意

病箆 特に90%以上の強い告発窄慨が多〈包められた

5T上昇降下野では8例中5例 (63%)には有意侠

穆が包められたが 3例 ω8%'には有意後窄lま包
められず レ筋シンチでもこれらの症例には

abnormal RDIは包められなか。た このように

RDIによる一過性虚血の評価" 非梗塞視の冠動脈

所見ともよ〈 致L..(;筋侵..例の還動時め 5T降

下"新た令虚血め出震を反映し 5Tめ上昇ほ新た

な虚血とは舞関係主考えられた また.5T上昇降

下鮮の 5T降下は虚血を反映した恋化と 51上昇

に伴う retiprocalST changeの例が混在しているよ

うに患われた

ところで。使萎範で隠券使""に比べて残存 L筒

"少な<.TI初lのuplahratioも元来低いので

正常者をω""叫と Lて便密部も僻鑑するのは多少
疑問が残る そニで 通常事脅た会虚血"ないと考え
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られ また今自の""例との比鮫でも 1例も

abnorTual ROIが包められ令かった ST不安静の梗

z鶴のRDIを ω“rω として 他の鮮の梗."
(uptake ra山下0%来講の儲}を同級に検討してみ

た{図 2)

すると各醇のぬ嗣げ!IIalROI出現率l孟差がな〈

特に ST上昇幹では I例も abnormaJRD!を示す慣

はなかョた 各鮮の使."の RDIの定量S宇宙でも

ST 上昇降下緯が大~ ~ RDIを示したが他の倖"

ST不安癖と差.吐沿った 以上の所見および各鮮

の便....佳冠動脈病変にも径がなかったことより

ST上昇"梗..患の負窃による街た会虚血を反映し

た所見でもないと考えられた

次に連，，~何回"の血行動態"措t棄を検討すると

(図 3)，ST上昇幹で1;End diastolit vo由 e(EDV) 

1.-" V."，i.山， I.of， Ve."i..b， ".山・n.V.I.，.. Ead-.，.，・licV・1....
./1.' .11. 
:ω， . 

u. 叫 ~'
，-PFFea f 

1ω " 
‘・

:l三:調

凋
。、、、、、、~、。

m工~ 
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図3 印刷。fS.ゅ neE~erci"" on LVEDV 
and LVESV 

End systolk volume (目的共に他の鮮に比べ安紗

時から大きか。た また 負荷によηEDVは盆砕

槽大したが ESV 1:ωntrc礼静。 ST不安野で減少

し。 ST降下勝と ST上昇影で"逆に増加した 同

憾に (閲 4)ST縫下砕と ST上昇院は ωntrolC字

。 ST不変群と異な旬d.EDVは楢加するが a 
ESVも増加し その結果企田rokevolumeが減少L

て左室収縮能の低下が錨a障されることを示した ζ 
のように ST降下幹も STよ鼻僻む ST儲位時には

血行動態的には左室収局不盆生徒思を示していた

以上より 懐i自性心筋便塞盆例の運動負締による
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STの降下" 新fとに生じた 過性の虚血を反映し。

それによる友重収縮能の低下をきたすと考えられた

STのよ昇は新たな虚血の反映ではな〈 左重繁運

動異常による可能性を示唆C.ぞれに伴って左重収

縮能が低下しているものと考えられた STの上昇

降下合併例は 新たな虚血による ST降下あるいは

ST上昇に伴う『民iproc:al~ ST降下または両者の

併存例が混夜していると考えられえ
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2 ) 心筋梗塞症における運動負荷心電図 ST変化の意義

清水運朗・ 尾崎正 治-

山岸

楠 JII

陸-

a造・
古谷雄司

池酉

松田

徹・

泰雄・

心筋便毒症における運動負荷七電図 ST変化の意 {図 1A) 穫塞部の虚血栓変化を評価するため梗塞

義念 特に梗塞鎮域に出現する虚血との償還を中心 中ベレ偲に鮫定した '01にBける3時間ま でのカ ウ

に検討した

I 対象および方法

心恒カテーテル検査を諸行した心筋梗塞"例{正

常冠勧脹 (OVD)3例。一校病変 (IVD)25例二

後病変 (2VD)S悦三枝病変 (3VD)9例)に運

動負荷試験 (11-201心筋ン〆チグ，ム (MPJ) 傑

$12"iJJ心電図}を待9 た 負荷は仰臥位エルゴ

メータを用い.end point I! symptom li凪Hとした

MPI 1:. 1固め傍注で負荷直後と 3時間後の自震を

3方向{正面左的位'45・ 左側面}から得た

M刊の定..t字句樗分布現象t定量化するため負

荷直後と 3時間伎の circumferentialpげofileを向ー

座標ょに作製L 商'"削e聞の函摘を 3方向につ

いて加算して redistributionscore (RS) としたu

• 1ω 

羽

。

J九

• ". 1311' 2ro' hM  ..p ap“ ec 
A 

/ト嚢化事を求めて washoutrate (WR)とした

{図， B) 

E 鑓 県

会サ象をいずれの鴎携にも ST~化のない野 ST

不変欝 いずれかの""で有置な ST低下(J点か

らO偲秒後に 0.1mV以上の虚血性低下}のみ.'"

める僻 ST低下緯 .v.を除〈いずれかの銭湯で
有意な ST上昇(J査で 0.1mV以上の上昇)を認

める酵 ST上昇鮮に分須した ST上昇停には ST

低下を伴う例も含まれる また ST上昇はいずれも

異常Q橡を有する""で認められた

2¥/0， 3VDでは ST低下例が多いが.OVD. lVD 

でも商事に4電国変化を詑めた(図21

RSの正常上院を健常者"略(mean+2SD・llS)

白愉ね".墨田

ロ叫i山岡山S
(co."ω} 

.，・h・・...怜，.附

i.itial <o....-n.. <側聞畑
"加 ，.，i.i山 l四 UO"

B 

図1

A 負荷車生の d"u，"I.，.n，i31p，o“"ゆ尾繍リと 3時間後舟C代:.，"1・r.nu.1proW. “.~， 
Bwnllou， rote算出のと的の悶も領海 (RO[)

.回大学課二附
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2¥'0. 3¥'0の"時中 5例が WR伝留を示Lた

のように ST低下が復書部の虚血性変化を反映する

例は 2¥'0， 3¥'0の中にもかなη存在した ST上

昇欝では OVO. lVOの9例中3例 2VO. 3¥'0の

2例区tl例がWR低僅を示した

ST上昇野で1:.WRの異常の有無に，かわらず

位鮮に比して書事t調節度左重量逮動異常 ILAWMA

dysk畑町"または初制町..1を臨めた(図4A) 

WR低値君事(すなわちシシチ上梗容範!こ虚血性変

化を包める欝)で" 高率に梗..鈍を轟沈する側副

血行Bきが存在した

。
。 。。

。。
。
。 。 • 。 。 。 • 

。 。 。 • 。 。 。 • 。。 。 。 。 • 。。 。 。 。 • 。。 。 。 。 。 • 。

2¥'D 
3¥'D 

O¥'D 
tτD 

ST- ST. 

図2 ST!C化と相L!.電動脈自止との関係
ST-; ST 不~僻 STI;ST 低TÞ， ST I ;ST上
AP， .; ST J:.昇と"低下の胃方を露。危倒

町 ?

後

(図4.)

考E 
から決定すると 'VDでは l例を除<s例が RS

高値を示した OVO. lVDでは ST低下鮮の10例

中 7例. ST 上昇S撃の 9 例~5例が RS 禽包を示 L 心筋榎.. 例"おげる ST低下は 虚血を反映Lた

繍"と考えら仇るが。多〈の線告にあるような多後

痢賓の存在"とは者ずしも鎗ぴつかない つまり梗

iO額制度の残存心筋に虚血めど包現をみる例がかなり存

在し.OVD， lVDでも ST低下を起こしうる

た2VO，3VOの中にもこのような榎審傾向院の虚血

を示す例があり，従って ST低下から多伎痢衰の存

在を準測することは図'重である ST上昇の底図に

ついて 虚血の繍巣であるとする観あと I

のためであるとする脱bがあるが ー致Lた見解は

• 
LVWMA 

これらは シJチ上4血の出現を示..するもの
{図3A))闘は健常心筋都に対する相対的

'VDでは方法総に問題があ旬 除外

二のよろに ST低下は。梗2筋。券梗."，を

..わず，虚血を反映すると考えられる

次に WR1:ょ。て賓.."の虚血との関遣を検

討した{図3B)， WRの正常下院を。VO，1V028 

例にお6する鼻痩aa;(mean おD・"'.，から決定
すると ST低下野では OVO.lVDのiO例中7例。

" 
である

野価なので!

Lた

。
。
。
。 。
。 。
。 。 。
。 。 。 。 。
。 。 • 。 。。 。 • • 。 。

。• • • 。• • • • 。• • 。• • 。 。2¥'D 
3刊

ST: 

O¥'D 21'D O¥'D 21'D O¥'D 
l¥'D 3¥'D II'D 3可D I¥'D ， 
ST- 町 』

E 
V 

-
E
E
B
S
-a
E
 

。

。
。 。

。 。 。

。 。 。
。 。 。 。
。 。 。 。 。

。
。
。 。

。 。 。

。 。 。

。 。 。 。

。市D 1" 2¥'D O¥'D tl'D O¥'D 
II'D 1VD 

t一一ST: ST: F 

，.， 

2
-AE
 

2
3
E
 

B 

図3
A 各t::$lItる"の'‘'留の有.
a ， ~J事における WR Pl$C1fの司信用
.; ~更u位に相場する麟揮で 5T 低下を包のた例

A 
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図4
A :5T賓ftと高度左重量逮勧異常 (LVWMA;dy.kinni.または視制町，.1との関係
.:5T上昇拐のうち WR<lO箔の例
B : 1I:11!l>を~誕する棚副血行路の有量と W震の異常の有無との司.

A 

告と恩bれる 穫塞視総に虚血性変化を包める例に

おける側副血行路の役割は興味濃い 側副血行路の

u 領援における残存心筋の存在を意味す
運動に河応するほど十分な血読を侠描でき&

と深い間違

安鯵時に

存在は

る婚に

~ 

U M:.ssie B~1. et ~ : C;r~uI3<Íon 68:747. 1拙

W向 DA.el31:Cir印刷ion5a町 1978

41 

文

3) Fox K)，(似剖 BrHeart J 49: 15. 1983 

'00ω )，1， eI al:J卯 Circ1制 219.19似

い"と考えられ.

" 

があることは明らかである

LVWMAの.い例の ST上昇の原因が a血なの
か還鋤島幸のみに出現する LVWMAなのかは明備で

還働時め左室i査

ST上昇

ζ の ，~i'明らかにするには

'惨などのさらに線緬な検討が必要である

と低下の胃方が併存する場合 LVWMAと多筏病

変の両者含示峻するとの報告が多い出 しかし 本

節究では OVD，lVDでも ST上昇腐の9例中s例
が反対欄"'"に ST低下を包めて.り

ST Jヒ昇に対する re~'pmc叫，h.瓜..と考えた方が妥

本研究でも1.VW叫A得ら九ていない

しかし，

これらは

ない
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3 ) 心筋梗塞症の運動負荷誌験における梗塞部 ST上昇の意義

本因 喬・

田中直秀・

金子 舞・

藤野彰久・

加藤 E 也・

閉口守衛・

滝本橋俊・

小川洋司・

広担弘七1'11>.

はじめに

4筋復書症患者の運動負荷に傍ろ便塞'"異常Q

渡部位，5T上昇に閉しては!復筆書容の堕還動異常

ないし左七室調印lこ基づ〈とする考え方が 般的であ

るがl白 夜..周辺郡の虚血によるとする報告もあ

る o. また穫&"S1上昇は穫塞後時間を経るに従

い侵滅消矢するとも寸級告もある・l 本研究ま 急

性七筋復塞窪 (AMI)患者で繰η沼しトレッドミル

運動負荷試験 (1E1)念行った例をIt，(に心筋梗

.. 症における逮勘負祷時の痩塞部 5Tよ昇の意義に

ついて検討した

I 対象と方盗

2サ象"初回貫"性L筋梗..例で TETと冠動脈

逮彫にAGlを抱行した AMI57例と院悶佳L筋便

iIi (OMI) 5;例である男，0<悦女'0例。平均隼

飴53.8:!:8.S鍵であゥた TETはマルケヲト往製

CASEを使用 L.Sht仙.10のプロトコールを周いて

行。た運動終点は胸痛呼吸困砲など自覚症状

の出現または目傑心拍数 (AMJ発症から 2カ月以

内"予測震大心始散の70%. 3カ月以肢は."，に

遣した時と Lた 5T偏位は}点より 40mse;:後で

制定し TET 前後の繍$12~iJJ.心電図に必ける 5T

健位の差 "Tを求めた 0.5 mm以上の 5T上昇

を5T上昇例 ， mm以上の 5T下降を 51低下例

とL 定例を次の 4群に分けた 5T上昇幹"例

(全体の40%)， S1上昇低下酵36例臼2%1.S1 

不褒瀞lS例 03%>.S1低下醇J7例 115削

5T上昇".よ"5T上昇低下野における 5T

上昇足 すべて異常Q携を有する怨場 (使'摩郡}で

みられた 5T低下"盆例異常Q援を有Lない修練

・東京女子盛大目怠.t-lil~窃究醜循..肉将

でみられ仁川.11の4例では便竃笥の 5Tも低下し

た冠動峨病変は， 75%以上{左主幹協調変li50%

以上)の器質的病変を有意欄変とした

E 信 集

5Tの変化によって分思した"引っき C...C所

見左室収鎗異常および便塞後段t症 (A)，1!発症

後"時間以降に出現した狭い発作}を襲に示す

5T上昇鮮は AMI57例中26例 (46%)をおめ前

壁便&85%. 0または 1校病変69%.D四 kinesis

50". Akin釘 is46%であった 方 o:.n57例でほ

お例 (35%)に包められ 前竪健審90%. 1絞割問変

80%. Dyskinuis 5S兇 Akin飴 ;s45%であった

5T上昇低下降は AMt2o例 (40%に 0:'1113例

(23%)でそれぞれ前安使"'が57%，62%. 0ま

たは l筏術家が66%. 62%. Drskin回路が35%

31%. Akintsisが52%.69%であった Drskinesis 

.示した36例中3S例。7%'が 5T上昇主主は 5T

上昇低下降であり!ζの商鮮の 5T上昇"位!志会

て便''''位であ。た 梗塞後袋心症liAMI 鮮の9

例'l6兎)にみられ。."が 5T上昇または 5T上

昇低下群であ 9た 7例が安勝袋L症 7例がO

または1校痢安で 狭"発作時便塞宮古の 5T再上昇

を包めた OMI~揮では"例 (44%) に梗塞後鉄.c

...包め. 9例が 5Tよ昇または 5Tよ昇低下野

で そのうち5例が1技術史 3例がTETでを突心

痛をき生じた

TET時め便番ur;S1上昇度 (aS1)と左重収縮
異常の関係を図 1に示す AMI. OMI商群とも

D)"skinesisを示す例が .5Tは大であ。たが統針

学的に有意でl主なかヲた AMl醇では前g重複塞例

の .5Tが下壁梗塞例のそれに比べ有君主に大"
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ヨ更 5T変化盆慨における怨動脈痢賓と左隻奴縮異常

冠動帳病蛮技量 左童眠緬揖常・ |梗事後
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AMII拝

OMI群

." 
m • 
2 

。

図 1

く:0.05)

5T上昇
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5T不安
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5T低下
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5T上昇
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5T不変
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， (冊) 3 (30) 

3 (21) 6 (43) 
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43j 
， 
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-一一回 a・"~.，・
引制川副

~鋤負街樽榎塞$ST よ界と左室収縮
異常

であった

dSTと梗塞発雀から TETまでの期間との関係

を."に示す AMII事の 1画自 TETは発盆後平均

34.1土8.48に行い 6ST 1孟1.69玄0.87mmで

あ。た 1留 Bに 51上鼻を示した.，例中24例

(49%)に経略的に TETを2個以上施待し 8例

で 5T上昇が消失しと しかし l 例 I~ 1カ局後の膏

o 1 ( " ) 13(50) 12(46) l{" ) " (15) 

1 ( 4) l( 4) 8 (35) 12(52.) 3 (13) 4(1) 

o o o " (80) 1 (20) o 

。 o 1 (33) 1 (33) 1 (33) 1 (33) 

o o Il(S5) 9 (45) o " (20) 

!(自} 1 ( 8 ) " (31) 9 (69) o 5 (38) 

o o o ， (伺) " (40) 3 (30) 

3 (21) o o 13(93) 1 ( 1) 13(93) 

-酬の叙輔需で畑・.，陸棚令'OA網棚 (船

後査で再ぴ 5T上昇がみられた 2回目以後の

TETは梗'"を復俊平均9.4玄4.4カ月に行い d5T 

はl似土1.13mmであった すなわら TETに伴う

....綴 5T上昇の頻度.よぴ程度は梗'"カ月後

治省大であったが!有意の差ではなか?1:.. OMl 鮮

で也梗審俊平均2S.l:t;34.0カ月の TETの d5Tは

1.69土1.21mmと AMI震の l団自の結果と岡様で

あ。.STの上昇俊と梗"発盆から TETまでの期
間との聞にー定の関係はみられなか。た まえに

rate.pr叩『叩側聞と d5Tの聞にもー定の関係

はなかョた

E 信 信

初回貫壁性心筋榎塞盆114例を対象に 侵害Z後の

TETに伴う梗"鶴 ST上昇について検針した結果

①AMI51例では...に OMI51例では認%に ST

上昇が包められ前霊視塞例."たほ 1絞鋼変例

が多<.，.ヨE後決心盆は少なかラた ②左牽遺影上
Dyskines目を包めた例の91%が ST上昇を示したよ

うに。 ST上昇例にほ左室収縮異常を高須"に包的
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図2 .む筋梗"発痘からの悶聞と還創負何時複竃~STL興

た ③TET ..の STよ易度低左塞収錨興需が高度

であるほど大暑い傾向であ。たが....鍵症から

TET玄での期間。 r・tt.pr白制r..prodUClとの簡に
一定の関係はなか。た⑥TETによる STよ鼻"

に狭L衡をき f~ L.た例"少な〈 便!1m;STよ界lζ

は友窒息絹異常の繍序の関与が大き いと考えられた

支 隊

1) Chabille R A. ft al : Ci.t"l凶 oa504: 209. 1916. 

"川町 oA. fl al: Ci"，叫叩 58:88;凶 78.

3l p剖""T D. et al: A. J urdi・e・2:716.1978
.) L1h討 A 臥・I:BTH.創内 J43:582. 19&0. 

5) F.)'，・rP1D.et剖 BrHtlrt J 48: 8・1981
6) Ftyt.r P J D. .，副 Chtst83: 853. 1983 
71 Dunn RF飢剖 Ci.culat町 6¥:9ω 1980

8) Au.rhOlI: J H. .1剖 BrHun J 33: 871. 1971 

4 ) 心筋梗塞回復期の運動負荷心電図と臨床像

武

子

一

典

信

弘
園

川

畑

叙

早

絵原賀規・

金沢正邦・

u じめに

4筋梗..固復期の連動負荷<電聞に泊ける ST変

化が ..血によるものか左室蟹運動異常告示暖する

ものかほ未だ明らかではない さらに ST下降につ

いて"虚血性度化と考えるものと ST上昇の"

clproc・Ic han~ と考えるものの両者が鈴採されて
いる

夜々 1:'. .(筋"'"固illIIIlζ範行した低負野連働総

. 困司区医 4争犬司~ M-"事事

鈴木

岸田

健・

浩

駿の底，1>左重盗彫冠動展途彫必らぴに飽園長径過!
符に4聖書E後後<症の多量生につs陵町Lた

I 対象と方塗

急性4心筋割1!:!l86例{男"例 jm例年齢55:10

."を対象とした 心電図により判定Lた梗"節位

l左前竪“例 下堅持例前下".例勝賞霊往復"

2例であ。た

運動負荷民.QI!トレヲドミルt-.III.'.平均UI明a
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"続々の低負荷プロトコール n.7.2.5， 3.4. 4.2. 

5.~. 6.5 ~!ETs の 6 段搭各 3 分間〉 で実箪 し た

4心電図寵録1:，1. U. m. v，. y，. Y.の 6.... 
遠鏡記録とし 0.1 mY臥ょの ST変化を有意とし

た

.，、血管三章第捻 judkins法にて平均46痢Bに施行し

左室忽也事左室望退勧奥常細よぴ冠動脈障害復訟

を待値した 霊運動異常は. AHA }1~障で d~kine

悦または初制ηS回"と判定されたものとし。冠

動..有意袋帯1:'7S話以上の器質的後窄とした

邸側中66例については須"発信後1隼聞の穫量E後

後.(.，震の有無を鋼棄した

E 結果

(1) 伝負荷;J動低験の ST変化(褒"

選動負奇心電図で ST変化を包めなかヮたもの

(sT不変昨)Sl例 ST下信組明 ST上昇解"

例。 ST下降楚上昇降3測であ。た ST下降縛は

59:f: 9.!:他S容に比L高齢であり下壁夜這例の前壁

紙場に多<. 方 ST上昇は前竪梗"に多〈 泊つ

民

復ヨE部位ε ーまする~"で包められた

(2) 億負荷運動鼠畿の遭劃鋳鋼

録 1おL

各俸の運動時間1:.ST不変B草花3土322秒 ST 

下揚縁576土3<9秒 ST上昇鉾616土351秒 ST下

隊楚上昇尊940玄242秒であη.ST下降酵の運動酎

容胞~:.有意に低か。た (P<0.05) 

(3) 左霊illH褒 21

ST上昇Z揮で1:'13例目"例 (69'場}が左室墜丞創

異常含有しており これは他震に比し有意差をも，

て商事であ。た(，く:0.05) また左塞墨還動異

常含有する21例中11例が ST変化を包め。号令 9慨

が ST上昇醇であ。た

各Z撃の怠重恩也事1:'ST 不安緑66.1 土 14.6~

ST下降砕61.6土15.1".ST上昇務43.0土11.3%.

ST下侮愛よ昇欝60.7土S.S揺であ。た ST上昇は

他欝にJtし有意に"盗事低値であ。た('く0.05)

(4 )冠動脈ìi~ (後21

多校障害例の占める割合は ST下降醇でS8%

(19例中"例)， ST不安静41".ST上昇扉46".

ST下降建上昇酵の33%に包められた ST下渇詳

袈 l 低負荷連動鼠輸のST型化と由席{量

住制 使ヨ毎 週隠 位
低血荷.c、電図 ，.例" a手鈴

~ " 前盟 下盟
前下壁 梓置埜世

S T不蛮醇 51 53士宮 46 5 28 l' 3 1 

S T下降醇

" 55士" " s s ，，' o 1 S T上昇酔 " S3土" " o 
11' 1 l 。

ST下降葦上昇僻 3 66土 7 1 2 o 3 o 。
肘 66 55土10 74 12 44 36 4 z 

調1'<0.05{v. ST不世碑}
5T上鼻"量て岨膏部位

理費2 低負荷運動鉱星貨のsnヒと"室遺影所見 定....綱蜜

低負膏心電図

S T不費解
S T下...浮
S T上奥惇
ST下院号陸上昇醇

針

-白白司a也前-- 瞬 - - .~圃

計
'e 

" 41 30 21 (41%) SI 

2 17 8 11 (58%) 19 

9' 4 7 6 (46%) " o 3 2 1 (33%) 3 

21 65 47 3内 66 

刻"テぇト P <0.05 
"子スト P <0.01 (v. ST不世国】
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褒 3 低負荷運動E駒内$T変化と憎悪!量摂心壁

低.奇心電園
慢事後挟心症

計
有 興R

$ T不蛮群 6 (17%) '" " $ T下降群 8 (42%)畳 11 19 

$ T上奥群 1 (11%) 8 9 
$T下時県上昇詳 o 2 2 

" 
1; ;1 66 

最"テスト p <O _ O~ (v， 5T平宮騨j

では他群に比し冠硬化が著しい傾向があ。た

(51 使容後狭心症(表3)

"筋梗塞発告白長1年間に梗塞後段心径を併発した

ものは"例<P15例 (23%)であ。た これを函復織

の運動負荷伏験ST変化と材比すると Sτ 下跨欝

1 9例~，例 (42% )， ST不変界3E例'l'6fl(17%に

$T上昇群g例ゆ 1例(ll")であり $T下降鮮

は他群に比し梗..後核'C症の発生事務高かった

E 考 '" 
心筋梗塞宙復期の運動負荷玖験における $T変化

最街医学術..巻第7号

と左"..運動興需冠動脹R軍事投歓便宴後ER4L症

の祭主宰につき検討し ょEのごとき結果を得た

従来録音されているように 運動負荷時に便筆都位

lこ一致して $T上昇を包めるものは便筆者Eの盛運動

拠常を有する例が多<.ST下降Z揮で1SE硬化が著

しいという結果であった

$T下降蒙よ昇砕が少Sまであったため $T下降

29eo ぞれ自体~血を意味するのか $T上昇の"

ciprocal changeであるかを究明する ζ とはできな

かった これには，R! レエコー法などの併用が温

まれ 今後の惨3サが必要とされる

$T変化の出現が胸部隊事において多〈包められ

ζ れに対しE腕組巴およぴE跨埠での検衝は少会か。

た 今後は下屋の虚血鐙運動異常を反映するため

の'"思議の般討がZ喫と考えられた

箇 箇

4心筋梗塞回復婦の運動負荷七電留で $T上昇を示

すものは駆出率低値ならぴ6左蔓竪運動異常を示L

ST下障はベレ筋虚血を示す傾向があった

5 ) 急性心筋梗塞後の運動による ST上昇の

臨床的意義について

近語正士・

中野 越・

山門 徹・東 良久・

竹沢英f!i>. 

はじめに

"筋梗塞後の運針tよる $Tよ昇・ーついては近年

い〈つ，の録音があるが。その，，~約定..'ついて

はいまだ定鋭がない 今回我々は心筋型書後の患者

にトレヲドミル運動負荷VJ続出行し その成織と
，C血管這彫所見と を対比検討したので線告する

.三重大学繊一内，

I 対象および方途

対象1:，(筋梗"発症後3，今月以内の比絞的阜矧の

132名t および4カ月以よ経過した慢性悶の患者19

名で ほぼ岡ー時綱にトレヲドミル運動負荷依験と

也、血管造能を行った まと このうら発症後'"月

以内の39名につ舎初回被査より 1年以上{平均21カ

月)経過してから湾度伺ーの運動負荷伏験を範行し
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果

1 ) "動による STよ界 (i:.:O.lmV)とさZ盟軍

勧の関係 (IZ1 ) 

翠舗による ST上昇"盆例Q援のある"，.で"。

左竃...巳上 lIypo“岡嶋崎以下の侵攻

nyne斤"例でl!3tI名同T4 t. (1J%)のんに通勤lζ
よる ST 上昇を包めたのに付~. akinesis以Jヒめ高

度 uyntrrrを示した121名でt主67名

上昇を忽の その釜"有..であヲた"く0.0の

一方。選動日よる ST上昇宮家1.f..:71名中67名に高

度舗yntrrrt-I!めたが ST上鼻を示せなカ ヮた

80名~"名にも高l!. asynerrrをUめた

2) ;0動による ST..1:."を示さない左..高度

6こST{55"1 

鑓E 

られた

t， 
週鋤負荷の方主主i£ EE・aの釦(..ベルト傾斜度
10%をー定cして ベルト速度 1.1milu per hour 

(mph). 3.1 mph. 4.0 mph， 4.511lphの針...陪

各3分銅の多段階トレヲド 2ル還".符惨で原則

と L て何らかの""窪抹が出現するまで行~ symp' 

10m limit“優大負荷i去とした 患者が交感神経造

断高重荷厳司事 カルνウム情筑藁を服用Lている

場合 i~，服m~止後，，，.間以上経過してから;)動負

荷伏織を施行 Lたが明らか会~不盆盆箆傘不霊

恨のある患者は本碕究よ句信外した 還働負荷心電

個利定の拠副院と して STJヒ昇:::J p防intよη0.01

'"の時点で判定し 運動により安静時より 0.1

mV以上上昇した場合を有意とした

左軍!liU助は2方向の左宣逮艇よ句定性的に “Y"・'"の検討
左室送能上Jí~ uya附"を思のるが運動によ

るSTJヒ界を示き令か。た..例を倹討すると 下~

梗"30例。健司E発信後4カ月以上経過してか':'j)JIJ

負荷"蛾t行9たもの15例翠動負荷が+分で.

附111.1.1. h ~pok 山富山H;1. dyski叩

円相に飾題Lた 冠'歯周眠術変::.a踊脹温修所見よ
り袋窄l!iS"以上を有意として!有意割問"令L

後縄開変 多後病変友主鈴館街夜に分"'"L. f..: 針剥

した"舗の銭"学的処理"ヵィ"匝検定I

aneu 

...たもの6例であヲた

3 )便事毘位と翠齢による ST上昇の関係{図2)

前墜梗aCU{l)aよぴ7盟便iIi(1M!)の akinnis

以上の左翼量逮動異常の頗夜ー日有患な差t包めな

鴨川c凹

。np:ur“ E白Eにて行。た

刷 出

回 D，"~i.nia..開閉
対日

• 

豆
』
・

-
t
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A~i..山
知抽出
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「ー

対.陶・l

"同".恒
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" 

同

• 

三

3 
a 

連鋤による SH拠出O.1・"左左~盟運舗の問機包 1
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"軍働による STよ奥の経得的変化(図 3) AMIに比L運動による ST上昇[~U は，、 つ t~ 'IJ' 

PRP に有意釜を包めないにも珍かわらず ~k;nesis

以下の asyneri)"例では初旬に毘められた運動によ

の出現ヨ巨カ有章に少なかった
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梗!;~位と運動による ST よ易の関係図2
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~I胞による"よ界と冠動脈縄問変の関係図4

今回示されたように下型梗塞では前謹慎宴に比し運

動による ST上昇が也現しにくいこと 便塞後比綬

1年以上経過Lてから行った再民事実

時には金例消失した しかしながら省関U"'S!!Iの例

ST上昇の減高または清失を包めたものもあ

る ST上昇は

的皐織には運動による ST上昇を包める例でも慢性

斯にはf消失もし〈は減高してし ま弓ことがあるたの

で三

梗塞後の連動によ

る ST上昇は左室登白河肝"の検出に"凹ficitl'

の高い所見と考えられるが その電気生理学釣な機

序については今後検討する必要があろう

8例で 手不変であったるが

ζれらのζ とよりと思われる5l竃動による Sτ 上奥と窓動脈鰐賓の関係

{悶4) 

4支病変例正常冠動脈ι

左主鈴邸調変例で48%であη.

運動による ST上昇"

山門徹東良久近畜E士大宮典好川西

正芳野尻.夜中野鑑竹沢英知恩色合宿

榎~後の多段階トレヲドミル燥大連動負荷民伎の

障環的愈捷一冠動根遺'仏友室途'"所足との対lt

<品ol 15; ~38. 1983 

21返g正士山内紙森拓也前)11J9:;J東

山鋼粛省島経夫。宇野鍾竹沢英郎本型住

禽血圧患智の運動向L、血管広応に及tます:.Ie!p，Q十

，，，の効果 B本隆康生理学会推"

献文

11 

運動による

左主併齢梼変1叫担保

調書

.e筋健塞後の運鋤による ST上昇。左 心筋虚血に

よるとする緩音訓と左室蟹絹~nergy によるとする

その臨床的意義l孟定かでない

また

多伎病変

同Z手で有.f:~~を認めなカヮた

ST上昇の有筆には多伎調変

しなかった

考国

で46%。

3) Att.rlWg J H. ot 31: Br Hun J 33: 8，1. 1971 
4) Hegge F札併 ~I : Am Hurl J 86曲 3.1973 

S) Ch.hine Rλet 31: Ci.culal;on 5ト4:209.1976

6) C3st.1I3nel )，1). tt .1: ，1，111 J C3.diol 42; 29 

14:62 

198~. 

今

聞の研究でほ 夜宴後の運動による ST上昇は冠動

膿病変の重症度と"関係な〈。 校翁変影でも多伎

病変E撃でも場し(ST上昇を包めた ー方友重

nynergyの経度な勝では¥3%にのみ運動による ST

報舎があη.'.

1978 

上昇.詑めたが。

る鮮では55%と有患に高率に ST上"を包めた

のように袋々の成摘は 還動による ST上昇"左室

盟運動異常によるという畿を支持するものであった

を有すakinnis以上の isynergy

1) P3in・TD.etal:Aml印刷 42:716.19，8 
8) L3hiri A..t 31: Ann Radiol 22: 261. 1979 運動l二よる ST上昇を示き会い例でも左室

これほ

し治、し!

の高度 asynergγ を有する例が包められた



15日" 民 録 後術医学第ω:t . Wl 1~

6 ) 運動負荷心電図におけるST偏位

-Pacing induced asynergyとの関連について

藤原秀臣・1

古川哲史・l

篠沢滋男・i 白井隆副・ι

谷口奥ー・2

目的

.(.筋 viabil町の評価"虚血性，('f集患の..，度や

予後の径定手術適応の決定などに不可欠であるが

その野価法に硲立きれたものはない そこで左室造・H 安静時と pacmgstr開 事同t時に施行し
舗 vnu釘め跨発 (pacingindu凹 d舗 ynergy)の有無

と運動負荷心電図の5T偏位必よぴ遊園防脹進"所晃

との関連佳について検討した

I 対象および方益

対象l主連勘負荷において いずれ治の郡位で ST

低下を呈した4筋梗.013例 115梗"鼠位}である

運動負荷"多段階ニルゴメ タ 法で ST偏位lま

0.05 m¥'以上を有意とした 也、房ペーン〆グは右

レ房において剤散悶健の2織の電圧で毎分12(1-150

の鯛度で錨行した 窓動脈i章第1;Judkins法にて範

行し。 50%以上の狭窄を有意とした 左塞造彫は

76% ゥログラフ ~;'40ml を注入しi 右前斜位3c・

にて食傷碍およびL虜ペーンシグ時にtl.JJした

n ..果

.. 

c 

PIA (+) P1A (ー}

A圃

A 

H 

7‘ 
P 

PIA: pad.，踊白c.d"Y..'CT 
R‘.0，..1 c:~・ .1.01
H: k，pokl・e・陶 p' 11&.'" 
A 山崎
..伺偶市圏

酎

図 1 Pacingによる梗塞飢依の左室監運動
問隔佳::~例阻主崎明。た 4酔コ

J トロール時の塁遺跡三正常3例 h)"pokin舗;sl!J'l 
であ令た

"1 梗密部位に.ける PlAと Su位

ST- ST j ST t 針

?lA(+ll 3 o 4 

PIA (ー) 5 4 2 11 

tt 6 7 2 15 

1 ) Pacingによる榎密都包の左重盛還勧 (PIA : I'lC喝;1'1<1..0<1‘'y"Ul:/) 

Pating induced uyn.市{以下町AI陽性は4侃

陰性は9例であった 盟運動の..悪例のヨシトロ 31界経"'包位におけるP1AとST備位

ル時の壁退勧l:liE#3椀. hypokin明白 1例と良好 券相.. "，依におけるP1A陽性癖では4宮市位の盆

であるのにi'l"L..盛運動不安例は心室勉 2例 て6おいて逮動負符.(:電図の ST低下が飽ゆられた

akinesis 6例。 hnKlkinesis1例であョた (図 11 一方 P1A陰性幹では ST低下が7部位 不変が10

21観客部位における p，̂とST備包 忽位であη51上昇""められなカ。た (褒21

P1A油性訓では 51低下が'"位不安が'"位 4 ) PIAとSTlII包

に包められたがP1A陰性幹で:ま 5T低下."位 梗容部。非梗塞8患を合せてP1AとST備位との照

不変51'位。上昇が'"位であった{喪 11 遣をみると P1A陽性鮮においては ST低下が."

・l 土縄宙開舗を循環意書肉将 ・， .:v.医"箇"大群慎二内純
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表2 非梗車部における PIAとST蝿位

ST- ST j ST t 計

PIA(+) I o 4 o 4 
PIA (ーII 10 7 o 17 

針 10 II o 21 

(P!A:~・cmJ"叫"'岨 "~・~)

震 3 ?lAとST圃位

ST- ST↓ ST t I 計
PIA{+) 1 7 o s 

PIA(-) 15 II 2 28 

計 16 18 2 " 
( Pl.¥ 陣 l喝 ind.. “..ynerl:f ) 

位中'"位に 別A陰性癖においては ST低下はお

甑位中""位に'"められた(安31

5) PIAと賞受署冠動脈病変

PlA陽性S撃では1∞活様穆1例 ，，%後窄Z例

15%狭窄l例であるが. P]A r.Jt盤解で'"∞%狭窄

7例。."袋"1例伺婚後窄l例でみ。た

m " 明信
心筋別abilityは安静時のみで""することは圏

健であり 何ら請の負荷E実験により毛筋に StT~SS

を加え 心電司 友重墜連動I 心筋血塊分布の変化

などを検討する~.要がある ". Pacini stre鎚 teslに

よる阿A1':'.(.，筋梗，.，，，.にも発現したが冠動脈

E " 
1ぉτ

割問変も経<. asynergyも軽いものに包められ之

先制a目"を呈したもので::.P]Aも包めず ST低下

も出現し令かった 全体として 51低下 ζ PlAの

関遠性をみると ST低下はPlAに対して叩ecific

ity は高いがsensitivityは低かqた すなわちPlA

は冠動脈病変が中等度で 運動負荷で ST低下が認

められる jl!Opardiudmyoeard川聞に発表すると考

えられた また P"岨gSlnS$ teslは酸素補費量む

低し ST低下をおこしに〈いがPlA を，.，をしう

ると考えられた

信 騒

4貧富痩"13例について paclOgln.制duced舗 yneri)'

(P]A)とST憧位との関連慢について検討した そ

の結集山痩aoP]A は責任竃動尿病変75-
99%.壁還動異常の少会い盆例に発現しやす〈 非

使.. 古都PlAも穿責径冠動保掘削変15-99%のものに

発現しやすか。た'"還動負荷七百E図における

ST低下はPlAに対する specificity1':'高いが'"

sitivityは低いと考えられた

文 献

1) Hell.r G V. Aro回 y1 M. P~rk.r J A. McKay R G 

Silv.rmll¥ KJ. AJs A V. Come PC. Kolodny G M 

副 Grossm祖 W:The P:>e;ng Slr開 T開

川畑 201MyO<:drdiallm叩 AllerAtr;31 

PxiOi-Diacn副陀 V山 m加回目唱伽onary

Arlory Di担~c..ゅwωWithEurcise TωUO!ι 
JACC 3(5) : 1197. 198~ 
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7 ) 心筋梗塞患者における負荷心電図 ST上昇の機序

-5T偏位と血行力学，壁運動，心筋代謝との関係ー

ィ、川l 属。 山口

石弁正徳

厳・ 飯田啓治・

杉下靖郎・ 届要

U じめに

伊藤

ルを大心修脹 (GCV)に留置Lた CKGのプロー

プは V"(心定園v.における緩め織と鉱四肋間隆
"筋穫塞患者こおける運動負符.(.，;0:図 5T上昇の との交空)を中心に。化、育園のプロープは第二助町

出現償問FとLてlot.J:;使..膚陽園におする虚血h 胸骨左縁に固定し .(.，~図 I~ 1. n 皿 V" V" 
②異常心''''運動凶①<llならびに(j;の荷者aが" V.にて記録した(図 2左) ペーンノグ負荷は

嬰であると録音されているが負荷民験.に虚血な

らぴに豊富運勧の指標と 5T偏依とを同時』 しかも

経噌的に鮫察した脂爺録者u 著者らが筒べた飽困

ではいまどなされていない 本研究において=べ

ンJグ負荷中に虚血の箔領と Lて乳殴の制定を 壁

運動の指標として c~rd;okymogr3m にKG) の l1: ii

を経略的に行い 負荷心電図 5T上昇の出現担序に

ついて分析した

I 対象および方法

付象lま錬IB住"筋便..患者17倒(平均年齢5""

で 発症よ η験査までの期間は平均3.5カ月であ。

た{図 1A) 本研究のプロトコ ルを国 1.に示

すむカテ アンギオ検査終7後ピッグテールカ

テーテルを左室内に ンヤ J ト"断扇:;:僅カテ テ

IT<I PA市川S

'"， …... … …・叩1

A。・$0.'0山町刷:3.5.3.7…z
同町田m

P.c，時

"刷 dE門戸円円門 tおす

， " 
C，"  

， " 1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
!
 
1
 
1
 
1
 ~.ct向 T ↑ T ↑ ↑ r r 
図 1 研究方建

国(人目」

同

以 G
-0:._ 
0."，'" 

図2 CKG Ie.H法'左)とふめ停信佳{右}

GCVに留置した，.ンル診断層電極カテーテルを

用いて額."分間90ょη開始し 3分毎に20の割合

で噌加させ 1分間151)あるい1:1:1ωまで実錯した

Aし、:;:図ならぴに CKGIG録。左変圧測定はペ ンJ

グ開始前各段階の終了直前ならぴに終?直後務

了後5分にて."-阪はペーン 〆グ開始前各段階の

鈴n前於了後5分にて行った 5T偏位。即ち
5T上昇は J点より0.04秒後。 5T低下は J.e:より

0.08秒後にて制定し それぞれ1+1あるいはI-l

mmで表した 乳酸澗定は左室および GCVにて行

い それらより乳自民病取率を算出し 左前下行後領

鍵の前監における心筋虚血の指保とした CKG I己

4まいより v"，nち左室前髭と考えられる領成の箆
遠動を分析した CKG肝価i去としては化包囲Q法

あるいはR放開始後:0.04秒の点を通る水平線を善幸線

-an史大字詰康医学Fi内特
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ペーン〆グ負荷"，後に必ける乳滋"取$と ST偏位{左}ならぴ!;CKG所鬼t右}との関係
凶出・'"

"" 
二れらの2窪例に

結いては乳酸産生が幽現する以前に ST上昇な勺

ぴに収総販外方運動の地悪を包めた ベーンノグ負

ror前，後に匁ける乳俊夜取撃と CKGとの関係にお

いてほ定の傾向を包めな拾った"'"右}

を示したのは2例のみであ。たとし 心音悶2音開始時期に必ける CKG波形の高

あるい"譲与.それぞ九1+)あるいは(ー)mm

(図2右門 化、ヵテ絡行前 1通以内に

Bructの変il:こより運動負脅氏験を実施Lた

1き!

で表 した

寮

本研究の成績をまとめると ①ペーン〆グならぴ

に運動負荷による 51偏位の程度位向等とみ令され

た ②異常Q複を示す脇佳のベーン J グ負荷による

ST燭{立はその周辺の宮市{立に必けるよ ηも著明で

あった ③I酵の安鯵時左室駆出分画1:1:n鮮のそれ
と比徴して有意に低い値を示した ⑥ I停に必いて

はペーシング負荷により CKG所見は増悪し 左宝

拡張終期庄は上昇した ⑤ペ シJグ負荷により乳

厳重生を示した2盆例においては!乳腺産生が也現

する以前にすでに 51上昇ならびに..還到の典明慣を

包めた⑥ペーンJ グ負荷による乳霞値の変化と

CKG 所見の変化との聞に I!~'ずしも密獲な関係"

考E 

存在しなかヮた

以上より心筋1'"患者における負荷七電図 ST上
昇の出現は心室望遠剣の異常と審に関連すると考え

県

ペ ンJ グ負荷による心電図v.の像文 51値位
.rr (d.ST)と 運動負荷後のそれとの聞にほ有意差
を認めなかった 異常Q渡{孟0.0叫秒)を示す"位

とその周辺の部位とに必けるべ yν グ負荷後の

d.ST t比叙すると 前者にて有意に大sい僅を示
(pく0.05) きらに ST上昇の後序宏明らか

ペ ンJ グ負荷によ句 V.の 51が

， mm以上上昇Lた6例を 1醇に， mm来膚の7
..，舎もぴに ST低下.示した4例針11例をE醇に

分鍍し 商欝に必ける各種パラメ ータを比奴した

比般に際しでは各段階のペーシング絡了直後のうち!

V.にて週医大の ST偏包含示した時の各パラメ タ

の健を用いた ペーンシグ負荷Iζよη11写の CKG

所見"有量に相思したが(15.5.%13.0(mtan土SDI

Pく0.00.司諸o土14.4mm. 
意の変動を示1堅金かった (4.H14.2--4.0:t 12.3 

，，) 左室鉱張S冬期医"

鮮においてのみ有窓口上昇した (P<0.05) 

の，，，.時左室"自分麺は E 鮮のそれと比鮫して有

意に低い儀を示した l'く0.05)

ベー yνグ負荷前後における乳酸摂取率と 51

信也との関係{図3左}をみると 実線で示した前

室榎，..例中5例"左上方に移動したがれ館産生

鑓E 

した

にするたのに。

"手においては有

猷

F'o~ K~1. et al，8r HeanJ 49: 15，1983 
Waters 00. et al 印刷t;Os51 : 2l:l6. 1蜘
声働裕e処心筏患のリハピリテーシ"シス
テム開佳t関する碕究昭和15;隼聞".繍拠"
1983 ‘1 Dunn R F'. et al; C;r、u1a，剛 51:989. 1980 
引小川剛他治療 54:1;59. 1982 

% 

られた

}

}

}
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8) 運動負荷による局所左室壁異常運動出現と

'L、電図変化の対比検討

椎名 明・ 一.高沢緩一 鈴木 修・

藤図俊弘・ 祖国瑳ー・

U じめに

運動負街中の 2-D.l'.:J 法は負宥によ町生じた

局所左室盛運動異常 (a!)"ntrgy)の鯵断上有力であ

りl 我々も既に虚血性e，疾患における本接の鼠策

的意義について線告してきた抽本研究"

asynergy幽現の有舞とその算定度を心貧国 $T-T

援の変化特に 5T-!穫の運動負術前後の権移と

対比検討した

I 対象および方途

対象冠動脈進'診を範行した拠隠伎乙筋梗&25例

狭心症i3例 心民待径荏6例の富十<<，時で。うも男性

40例女色4 例年前は33-68餓平均認俊で~ゐ

方法既篠崎lのごと〈 冠動脈造彫施行前 1週間

以内巳仰臥位自転車肝~m附..による還動負荷を原

則として 50....anより 2分ごとに 25wanずつの橋

増法で施行し.2-Dエコ-j:去によりこの聞の局所

左重盛運勧を連続記録した 何時にコ Jピaーター

自動解析喪置 (CASE:Marquett社製)を周ぃ， V，. 

v.. ~V，での心電圏.. "霊L 寄らに自動血圧Itを
踊い測定した血圧および心指数の経時的変化を

PRP (Pres純情-Rate-Produ附}と Lて経略的局所左

室霊運動と付比検討した 還動負荷の秘了点l三陶

籍出現 血圧低下i 著明会，C/~闘変化幽現およぴ下

肢復労による運動続行困灘とした 2レDエヨ 像

は既鰻のごとく 左箪墜を1は分"に区分L 局所盛

運動金過大収縮 (-O.¥'i.lから L重砲形成(・5点}

までの6段階卸値で行。たj 心局所左室g望遠創は

"分節をさらに前{側}墜と下室の'"位に大別しI

それぞれ V.(V，)と aV，における心電園変化と .. 

比した 心電図 ST変化の錨慣として 5Tlndu 

.自治医軒大牢循Qtil"ln

(ST偏位と S1sloP'!の和)含廓いた すなわち負

荷前催と比鮫しで遷'胸中の STlnduの遣をが量大と

な。た僚の値を金大 STIndexとし ζの傭.よぴ

遅働負傷前中後にBける 5T-1援の経略的推移を

鎚 rnu釘也現の賓舞およびその重症度と i さらに

冠動様遺彫像所見の重症度と対比した ST Ind .. ， 

の負荷前後における鮮価基織および左室霊分簡と支

配冠動脈との対比法についてはすでに録音Lたごと

〈である~

E 鎗 果

11) ぉyneq，)'幽茨の有無と冠動尿病変およぴ

金大 ST1時文相とと刷出 (図 1左} 退勧負荷

によ旬 asynersyが出現Lた便1S20ili位中 1鼠位

を除毒会例で支配冠動脈に90.以上の有意事実帯を包

めた 11 as)'ner~' の首位現した非便''''嵐広でも
16都位で90'以上狭窄 l部位で75%以上狭窄有

意狭窄な L は '16位のみで~。た これに勾e，
asynergyが出現し傘か9た48鶴位のうち非便塞の

40書志位~ 宥霊会支配冠動脈狭窄所見を'"めたのは

3甑位のみで いずれも7，"以上狭窄であ 9た

箇 ynerllr!H.lJ.!t位でもa医大 5Tlndeltが-1.0ー
+1.0内にとどま q た例や逆に筒、IQeTgy非出現

郡位でも念大 STIndex -}. 0以下へと低下した例

がそれぞれ16郎位 .. ，位にみられた

(2) 田ynergy幽現の者舞およびその.僅度と

a医大 STIndn l!t化の対比(図 1翁).l.5ynergすが
幽現した"位では榎."，において drskinuisへ

の増悪カ 153(;位.政m白"への相悪カ'"位t包め

られた うち d)'sk川錨"へ槍悪した"位でl:5T 

lndexのよ昇が多いが逆に 5Tlnduの低下側も

包められと ー方 u四.."が出現した非使""郎
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還動負荷前中後に島ける経均的心電図変化の緒型と負荷により生じた周."芝
室盛運働集常の""'aとの対比

A...u: Aa.utyS血(左1111)，A;Akin..i.. N:So，m創
J lypo : /unctio""l tyl>t， lIoli: I!orizon叫sa，a: $auinK 

図2

Ml : .(.，節目..Kypo: Hy岡山

負街中幽現した asynugyの."''''

{図2) 負荷'"ST-T 援の変化は ST低下がJ忍

であ。た幻節也中 '"位を徐いて局所霊運動は不

変かむしろ過大収舗を示した

よι.-0..斗ん
よん斗"""-)戸
ょんー心ー心

胤也ムー心.~

経緯的推移と飽はいず

ζ 仇らの"位

他はいずれも

dyskin~， is の出現は 2 例のみで

れt.~kin何"の幽現が'"められた

では 5Tlnde~ t・加例は 1例のみで

経僚会変化か減少例であった

位では

ST低下が upsloPf! し現出のww 
n
 
y
 --
a
 1. f~ 

水平Z慢の ST低下でほ'"位'"5 1!!i ~立で asynergy

が出現したがi dyskinesi奮の幽環"1郎位のみで

型で1:10鶴位同""位で asynergyの日出現がな治ヲた"位では STJndex誕少例で負街中過大収

運動負荷附~後における 5T.T ~所見の

編出羽尾都位が多か。た

(31 
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るった一方高度の鈍ynergy::最大 ST低下

時の影ではな〈 運動負荷前中後を通じた 5T-T

畿の推移の中でい〈つ拾の符司底的な経過パタ-~と

棺関して副首現した すなわち 水平"ST低下から

Sagg;ng型へと移行 し ST低下が復帰傾向を示し

ために引§続きT践が遅れて負荷前へと復帰する

速の 5T-T~化を呈し た (Hori. -5ag 塑)111E位

中 i筋位を除さ盆例で as)"nerg}"が出現し うち4

節也が d)"skinesisを生じた さらに ST変化を体

ろT援の pseudo.nor m al i z atio ~も dyskinesis を含む

高度白川町c出現とよ〈福間した 侵，.. ，位にお

ける ST上昇を示Lた .. ，位ではいずれも dys

kinesisの也現が包められた

m 考案

1935与におnnantら唱す初めて冠動脈血淀の低下

による.('.i5虚血出現を底明 して以来 asyneri)"に

よる心筋鹿血出現の診断が試みられるよ今になった

2-Dエコー普による局所堂進動の鯵断能はすでに

億立きれ。最近ではよ旬野繍な分衡が玖みられてい

る& 本複を用いて還動負荷中の as)"nergy出現カ

ら定駒脹例.，を後定する鉱みも 既に我々を含め行

われてお町 有用であることが証明されている

がiω 負荷ゅのむ"鴎変化を asyneri)'出現との対

比で符緬に検討した叙告:!みられない 続々は既に

負荷 により生じた asyneri)"の昆症度を心電図

5T-T変化の程度と対比し 通常の方法で12録した

心電図よft大 ST変化lま岳ずしも踊ynergyの出現

あるいは盆盆度と I孟梱闘しないζとを松告した勘

今回の検討では，さらに運動負荷により生じた

般車野医学第'"巻第7号

asyneri)'の，，，.度目録大 ST変化より bしろ運動

負荷前中後を通じた 5T-T変化の経時的権移によ

〈広映されているこ ζが示殴された すなおち負荷

レ電園l二mする綬影上 負荷やの憲大 ST変化のみ
ならず 負荷後の 5T-T擦の回復過程に注目する

ことによ。て asynug言回出現で示される"筋虚血の

也現をよη正確に鯵断し得ると考えられた 使'"鶴

位に省ける負荷後 STよ昇を示 した傘例で無収縮カ

ら dyskin柏 Sが生じたことは!痩塞周辺に.lHtる

鍵需省志位の過大収猫が何時.』22められたことも考慮

すると ST上昇の後日序としては新たな心筋虚血の出

現というより。左重圧上昇に伴う使'"銘伎の機械的

奇異性運動が考慮Sれる すなわち，還動負荷によ

る 5T-T変化は梗塞部位非梗塞"也によりそ

の出現""'が異なる可健性が'" その解吹こはよ

り鮮綱な壁運動変化との対比検討が必要であろう

文 献

l}w・M l5. et al: Eurcise cro騎艇でtion31ec防'"
diograpby ;n包"hemichnrl a絹.，凶e.Circulat;on 

60: 1300.1979 

2l栓名 明他虚血性.t..l英患のリハピリテーシ，
ンにおける負荷むニコー図め臨床的意袋 始療

66: 167. 1984 

3)織名旬開他虚血栓七銭患1:J協ける還動負荷

2-Dエコー注の臨床的意義 E蔚医学 39

2660. 1984 

4)権名明他心エコー法による局所詮心筋運働

隊書の静置循環鑓科 16:228.1984

S} T.nnant R. .1 剖 Eff~1 01 .:orol同町民clUSlon側

皿yocara;al.:onlraction. A聞 JPhysiol判2:351

1935 
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9 ) 運動負荷時の梗塞部 ST上昇と左室壁運動の関係

栗原 正 ・ 成図克啓・ 字世襲暢久・

懐旧性心筋復蜜患者にみられる 梗塞$".の還 と共に肺拡楚終期収縮終期のイメーンにつき

動岬 ST上昇の機..にr唱しては 虚血によるとの線 i蹴仙、 levelでの左室辺緑池山を行い。左重宝謹

告ーへ梗''''の高度の墜運動異常を反理処するとの 動を観察した耐左室霊運動1':'. Normal. rnoderate 

線告白・があη 現在に至るまで 見解の-"をみな

い われわれは連勘負街むプールイメージングを周

い 陳国t室生筋侵01例における運動負荷4電図 51

上昇と 健審総局所建運動左心機能との関係を検

討した

I 対象および方法

対象は発週後少な〈とも 6カ月以上金経過し

窪閣の安定したる筋梗蜜31例で!年齢は平均U5土

8.0il 男性30例女性l例である梗塞鶴位では

前虐使塞21関白下竪使"10例であり，冠動脈所見lまi

l枝疾 E22例 2桟疾患4例. 3筏疾患 5例であっ

た

心プールイメージ Jグは蜘T，を生体内で存血

徐に棟'"'した俊平衡時に， multi-ga健法を周い

シノチカメラに雛援したミニコノピ A ーターに記録

した 先ず。安静時に.臥位にて。正面。左前斜位

"度の 2方向より 各8分間 30mse<:/frameの

multi.，ale心プールイメ ージを記録した後遺働負

荷を行った 逮勘負荷" 臥位白紙車エルゴメ

ターによる多段階衝槽負荷法を用い 目標.c.-l司法I

胸痛心電図 ST変化下肢後労などの end.ooin

に遣した時点で 2分間 20.凶民Ifrarneの運動負

荷心プールイメージを 左前線i立"度の体位で記録

した 負街中1:.C!o.I， 1車場による心電図そニター

を行い負荷前終了直後 3分 5分後に 121奪

噂心電図を記録した

運鋤負荷.c..:t図 ST上易1':'.j点より0.0.秒後方

で安静時記録に比し1.0mm以上の上昇含有意と

担定した 心プールイメージは。コンピふーター処

理を待合た後左室躯也事(1.VEF) 左蓑拡張終納

容積 (1.VEDV) 収縮経期蓄積 (LVES仰を求める

住友術提内併

Hvpok叩民 senreHypokin削

kinesisの5段階に区分した

E 結果

Akin白山 D.， 

侵害!$m41おける運動負荷時 ST上昇は 31例

中7例 (23%)で包められた ミれらの ST上昇群

とi 逮勧時に ST上昇をみなかった2<例{非ょ9平
野)の2詳につ島 以下の検討を符。た

3 臨床事項(欝}

両君事聞に隼鵬前壁便番Eの占める割合多伎綻

患の頻度にほ 統計上の有Y.AI!I!められな治った
が ST上昇鉾7例中6例f左前聖綬01であη。多技

疾患が過半数.占めていた また ST上昇詳の金

例が安静時.(電図にて ST上昇を示Lたが非

上昇震の54%でも安静時 ST上昇が包められた 運

動負荷持の最大心拍数 1 mm以上の..血性 ST低

下の出現領度にも 商醇聞に釜をみ舎かった

2 使書留盤遺動

ヨ毎月'時にJ;げる慢"'"の蟹運動は ST上昇群で

は 2例が dyskinnis. 3例が ikin的 is， 2例が

severe hy抑制回目闘を示し!金例が高度の壁還動異

常.示した(rAI1 ) 券上昇醇2<例では d" 

kinesisを示した例lま令かヲたが， 鳩山叩"例

鎗 erehypokinesis 9例と計16例 (6;%)が高度

の鐙運動異常を示しfょ

選動時に 1:.ST上昇野 3例 (43%) 非上昇醇

s例 αI%)に 梗""にお付る捜運動異常の噌悪
が包められたが(図2にその矧戸震にほ両幹聞に"

をみなかった 会お これらの8例中 ST上昇野

l例 非上昇雰3例では 1週間間以内に施行した

運動負荷捌Tl.(.、筋ν〆チにて， 3持削後のイメ

vに 梗"'"の再分布が包のられた
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国1 還働負荷 STL昇と安勝防相聖書留E車運動との関係
日ypo_1: 1IOd.....・y帥 1...;.
lIypo-%: Hv"，・句poklnnll
0，..: dy剛山

. 左心・健{図31
安IIJII!JI:LVEF l!， ST上昇震で平均78.'会

11.0"と， ~.UU容の‘'.0ま"‘%に比し 有寧の

低笹山 <0.01).LVEDV I! ST上昇屍 97.3念

12.6恥<1. 鼻」ヒ易鱒 78.3ま10.8rn11区と ST 

上昇院で有量の高健(p<O∞11を示した
運働時にはいrEFI!， STよ昇静24.4=13.0誕

非上昇野4S.1土12‘%と白開静ともに。安鯵跨に比

し有愈の"化を宗寺"か。た 方 LVEDV1: 

STよ興野 108=10.9ω1m'，#上昇野 83.1土13.8

."・ t 商務ともに安砂時に比L省軍の楢大"
<0.05)を示した図引示すごと<.5T土晃"

に紛いて 還勉時の LVU>¥'Jt加は著明で~，

7例司p6例ほ E∞"'"園'...えた

m考 婁

今回の成織でほ 退勤時の梗J!5t5T上昇"。安

防防に高度の陸選鋤異常をみた梗..，陥の傘てに出現

し これ1:.Chahintら旬、 "̂altnら‘と周織の成

績であラた しかし非上昇野に.いても，，.は
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ST Eleo.ati也、ドぬ 51Eleoa鋤伺
wilh E1c. with Eぇ

図2 運動負荷 ST上昇と還動時便'"志望運動増悪
との隠係 R:O : Rtdi"，ibu凶a
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壁遷舗との関係でほ STよ昇君事の.'" 非上昇詳

の21%で遁動時に 梗'"郎の鐙還鋤異常の増悪を"

たが荷Z手間にその頻度の差をみず。運動時 ST上

昇が。盛運動の増悪.反映するとの結果ほ得られな

か。た し脅しながら今回は運動負荷心プール

イメーンは友前斜位方向のみであり また

ST上昇酵の大部分が前艶痩"であヲたニとか勺

正面 あるいは右前併位を舎のと多方南よりの撮彫

による霊運動の観察が きらι援密な移Zれこ必要で

あると考えられる

一方，運動負荷跨の梗'"都 ST上昇と左心機能の

mにほ興味ある成績が得られた すなわら.ST 
上昇惇では 非上昇野に比し!安静時に 友重客般

が大き〈 友重駆出家は低温であり 高度の友也、機

能摺蓄の存在が包められた 運動時のさE室駆出率の

反応に位向静岡に差球毘められなかヲた 左室鉱張

高度の梗塞舗盛運動異常を認め還働鍔における榎 終期容横l主 同醇ともに運動時に槍加したが ST

1111$ 51上昇は 重症盛運動異常を示す indicalor 上昇専に必いて噌加が著し<.7例中6例では 還

としては加sensiti¥'eと考えられた運動待の友重 動時に 1∞凶/が を越える興需な左室鉱大が包め
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15-t6 目 " 
られた Gewinzら&は 前堕提塞.，を村象とした

綴告で}運動時 51上昇をみた例で" 非上昇測に

比!...Tl.G筋ン Jチの 'd闘が大き〈 左重駆幽

寧が低僅であることから。連動時 ST上昇法 より

広箆留の七筒悔奮を反映すると考え その惚".とし

て 左蜜佐犬による体表面電位の治加を誰定した

われわれの成繊で包められた ST上昇幹における!

還働時の左室鉱張鈴納容積の異常細加は Gewiru 

らの鑑定を支縛する所見と考えられ.運動時に必け

る左室の鉱大が 運動時梗塞郎 ST上昇のー医であ

ると考えられた

• と め
1 際旧佳.c筋複diJI例を対象に 還動時復調.. ， 
ST上昇と左"讐運動との関係を 運動負荷士、プー

ルイメージ Jグを用いて検討Lた

2 梗..告"".に必ける運動時 STよ界:ま?例

(23%)で.環 7例会側が安傍崎に高度の梗"

部監運動異常を示Lたが非上昇"24例。"例

(67稲)でも"められ 51上昇" 安静時高度壁

優衛医学第6ゆ巻傭7号

運a防....の sens;t;veind;catorではなかった
3 健筆書S霊運動め遺勤時め増撃は ST上昇欝

の43，.非上昇酵の21%に路現 ST上昇が型選勘
楢悪を必ずLも反候しなかった

4. 51上昇欝己非上昇砕に比し左室容備が

大島仁左室".寧が低催を示L 高度の左心、機能

障害を安傍暗に包めた

s 連勧崎、ニ ST上昇務では著明な左室客舗の
崎大を示し 左震の異常鉱張がST上昇の一国と考

えられた
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10) 叩 T1心筋断層法 (SPECT)による前壁梗塞例の

梗塞Qの出ている領域での ST変化の検討

野原隆司】

河合忠一・1

神原啓文・l

図巻俊・2

鈴木幸閣内

門田和記・2

便審査Z 特にQ波の出現している節也での STめ

偏位については とれまで盛運動興常l曲ないL梗

塞周圏の虚血zーへあるいは Spasma，.Lいろいろ
の箆瞬がなされたがまだ緒鎗含みていない 過去の

報告では症例がいろいろ混じ。て鎗線ちれており!

今回続々は 復基節以外の窓動縁病変な〈 前下行

伎の.，隊書を持つ盆例について検討を加えt，

I 症例および方途

対象1:1:Anttrostttal あるいは Ext.ns，;veant笹川町
・，..早大詳第三内軒 ・'.図鏡陪 0・..内努

infarction休日}の"例で"る 内訳はQ叢の出てい

る領域に ST上昇の包められたものが7例 (A緯).

変化のないもの12M(B務}で STの下降したも

のは包めなかった 還働負荷は Er~ometer ないし

Trndmill (Bruce)による多段階運動負荷議を用、ヘ

STの変化しているもの"金て 3回以上再現色の諸

包含行っている end point 1孟ches!painないし子

忽盛大心拍訟のお%とした また Exerdse制 T'

scinu，ram 1:1: Ergomtterにて行い.Maxi 4∞Tのガ
ノマカメラ。 DEC111伺の ωmpulerにて抱像 '" 
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ft.野宮竿~"を第 7号鯵E 1548 

た Collaterali: A 群の盆例にまたB酵の'9%狭移

例に包めた LVG上明らかな Aneunsmは今園の

対象例にほな<. AkinesisとOiskinesisを包めたも

late imageの判定ほ

CAG 

像処理を行い

R託銀の如き defect5ωre' ，を使用Lて行った

LVG は運動負荷ンンチ籍行1カ月以内巳行、ヘ

eurClse lm3g. 

定

ま

(図1)

特に有意な差はなかった

た Ef，r-EF Iま阿鮮に霊安Eめなかった

のが胃野にあったが動脈痢"が変化していないと判定きれるものに限。

陀iionalEF (r.EF)はGelbergら働の方盗によ

今回は..""岬"③と③の arumethodから算出

t， 
η， 

R・9iO"alEF EF L V wall醐 ion1: AHA白 mしたEfを平均した

5。
e・M100. 

4‘ 
CAG上。の判定法を録用した

spasmを生じたものは除外した

制 teeRe阿 1
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" 
表の上段l二STの上昇が2血皿以上{結果的に"

2 mm以上となった) 下段に Imm来満の

有意な ST~fヒのなかった例 (B'写} を示す

のA'浮
，。

』可.--
20' 

"手 BI写の町i~tion Irat旧'"(を図}
および relPOωEF'右図}を示す

筒者ともA騨 B.'に安砂降の有.差，胞のr.:.

4・s『制

o 
畑 l側

図 1

o E"' 
仰山での Ex-HRはほとんどが念大心錨訟の総括

s-blockerの役与されている例尉

については表の下に示したA凶"川"剛

を鋪えているが

4例と少なかっchut painのあ。た例は各々 5例

M'ょηScintigr叩"までの期間については商た

今回少"例に"悶'"負荷 LVGを施行したが!

結鎗は出なか9た

"守二 CAG (4.6: 7.6Mo) 者に有意差はなか。た

{冨12)また絢'T<舵。"はBI手lまA 鮮が盆例回"艇、，，，凶n例であり上

ST上昇酵で latepllase "'TI def副書記""

が Exerc;s.跨に比し低い傾向にあり

示したが凶talocclusion例が 1例と少〈顕著な釜を示した

一方 ST舞

しか変化醇では E，と lalephaseとの穫がイき〈。

{ここに示していないA鮮の出"ではない2例は， ergono¥'ine poslt!veであη"象より除外した}

SPECT ，n score 201TI 
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t冨3
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p・0.05
，示す左図立A'写B酵の運動略 ~Exl と la，. p~~ の訓Tlddecl scor.の吋比を
latt 凶...の defectscoreの差を而鮮で月比Lた

B.各々の l山 ph.~ の，..附おor~ M. sょt1A. Bblllの運'臨時と la..ph.艇の $<0'.1をに有量翠をみ危
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昭和印字7，11 (1羽田}

も laleph，艇のdefeOIsccr.がA酵より大畠かoた

( dof~t $Core: Ex A : 40主23.8:31土22.AvsB 

N5， 1鉱 .:¥:29土22.8:5沿主 22. A旬 B:P 

<0.05) 

症例呈示国3Aは ST上昇を示したA静め窪例

であり CAG上 ugmenl⑤1:1∞話役窄がある

SPECTょ .."局留に E~.rcise 時の ''' TI 5cinli 

."ゅhicdef.聞が包められた図 3.は STの変化
のなか。たー例であり CAGは75>密集窄を示 し

ECGおよび 5PECT上 何ら変化を示さなか9た

U ぎを まミ王E除去表EF日
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Weinerら"l.t 運動負荷後のST上昇停で19%に

心室街全包め， ST上昇と盛運動異常の関連怪を鰻

告Lた L.山iriらaも QドSpalt.rn ~呈する笥の ST

上昇~ $Cinlilr~phicaJ に mYOC:õlrdi~ isch.miaと

いうよ札機棟約なもので~ると鎗おした しかし

1'"与に D仰 nら叫:， 5T .l.vationを呈 した盆闘

の多〈は 51上昇郎に強い定後窄含有し， sc>nlllrJ' 

phy上約So.に rev.rsibleな ischemiaを皇 したと

Tnll，a:dal 

s・6色..1
図 31.. HFのー例を示す (本文o照)
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"告Lた しかし scimigraph)'を用いた同奮の例a

'"闘etllod1: I!c・llpult.処理"q訟を仇ておらずI
その剥定に図鑑があると恩われる Fieurasら叫2

急性む筋鍵.1:pacins負荷を範行し ST上易と血

中抗感値ょ IJ，periinfarc回目副 ische血..の存在を

録音 I.. t~. L.かし ζの~ltlH筆時的に少な〈なる

との・aーもある島 袋々法I 三次元像をよ町正荷量に
把砲で会ると息われる SPECTを狗厩 Lてニの

ptriinfarCl剛，1~btllli. t検討した 今@のS貧富守

では患遺働」ヒの...度に益l念会いように恩われた

LかL.Anr。上， ωu】の例で ST上昇を週慢しやす

いとい号線果が得られ SPECT上運動鰭の d.

ftcl sconが大"なる点を考慮すれば則的ltIIIUI 

が樋，ていて.ST上昇"に reversibltiKhtmi.が

SPECT土信也寄れるのでは傘いかとの示唆が得ら

れた Lか".血とすれ:.fcぞ .h四 painが少な

いかとの疑問均起こる泊。使容により極みの神経受

容穏に陣容が生じている可能佳もある Fieuns 

ら伺も岡4援金ことを級脅している またこの泊，h.

...が鳳図であるのか視線的鐙選幽異常による2

次的な也のかの開鍾が残る 今園'... 園例は除外

したが. ...後の ST上昇と'.. 田の僻繍な綾討

も~要であ町 今後きらに検討毎れるべS点であろ

う
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昭和ω隼 7J!(7.1985) 記 録 1お1

11) 前壁心筋梗塞患者における運動負荷後の ST上昇の意義

人巻通安・i 川島祐彦・1 五十嵐 彰・8

地図 こずえ・1 久保関

殿間 良市・1 立木

渡辺佳彦"

院じめに

'L筋梗塞患者にS省ける運動負術後の ST上昇の意

義については宋だ解明されていない点が多い 今回

寂々は 前鐙筏"患者"名に対u体表萄電位圃を用

い，還動負街後の ST上昇の定量化を低みた ー方!

連動負荷"医学的左室造修法 (Ex-R河川を用い

運動による駆也事 IE町の変化Mよぴ翠運動異常の

変化を霞察 さらに 運動負荷 Ihallium-ZOI心筋

scinligram (Ex-MP[)を用い 運動負街によって芝

怨されたし筋慮血を観察し， STよ界との対比検討

を"った

I 対食および方議

対象" 便窪幾重治ら..月以上経過した娘18位

前墜梗塞患者ヲ包名(男性19，女性31である 金例

冠動脈動脈道修にて左前下行枝に有意志後窄{と

75%)を有L，左望退彫上 AHA分煩 seJ[ment2ま

た'"に墜運動異常が確"されている 盆例に運鋤

負街体表面電位園偲x-MAPJおよび Ex-RNVを抱

行 L. 18例に Ex-MPlを施行した

体褒商，.位図1:1.， treadm川による運動負荷前後

にゆg電子;1HPM-51∞S (UijJ .~.81) を周いi 仰

臥位呼気位にて記録した ST上昇の符価は Monta-

"，.らいの出棺 imegral棲によヲた Frank X. Y 

必よσzより決定した 5T-1a認の前半318をST"
とし ST"と，.織とに図まれた節分の薗鏑 (λST)

を，.鎌より上方を疋!下方を負と して各~喝容毎に

算出 した そのうら最大の ASlを 5Tmaxとして

ST上昇の指惚とした STmax 1:1. 運動負荷後とも

・1 山最文学.ー肉" ・'.種学淘懐種調野生夫幹内骨

功 ・l 金谷 遺・l

措・1 安井昭二.， 

前.."ゃ.左ヲヲに局在し 変動は少なか。た 従っ

て ま安静時 5Tmax を有したU~.~に.ける ÃST

の%cha昭曹を算出し。 5Tmaxの%changeとして運

動による ST上昇を定量化した

Ex-RNVは 仰臥位 ergometerによる多段階運動

負情蒔 およぴ安鯵時に蜘Tc-DTPA 蜘T，出A

各々2QmCiを刷崎にて勝注した次いで右前

餅位30'・firstpan援にて dala金収集し，運動.情

時および安鯵降の EFを算出した さらに右前銀位

30・よ"の左室慨を Gelbergらhの方法により前倒聖

心尖'"当よぴ下型に分割し 各々の局所駆也事

IRE刊を.Illした

Ex-MPlは treadmillによる豆短大負街終了 I分

前に cha!lium-ZOl2mCiを傍注した 負荷5分後に

書官凶sima唱et-. 3時間後にdelayedimageをそ札

ぞれ4方向より縁日t:L， reversible defeClの有発を

判定した

E 鎗果および考援

隠，.に安静時 STmaxと安紗時 EFの比鮫.呈

示した 両者の聞に特に関連性は存在せず!安傍時

ST上昇含有した症例が必ずしも高度 EF低下を呈

すると"..ら会合ヮた

図 1e 1:1. 運動による STmax の穏，h叩~ (槽加

方向を疋}と EFの否定化分 '̂ E刊の比械である

筒者め閣には r・-0.76(pく0.01】の有意な辺倒
闘が存在Lた即、!運動による ST上昇の程度は

速鋤による EFの低下と一日致した

運動負荷後 REF1:1.， 22例中9例いずれかの領'"

において低下した ζの盆9例が前開鐙又は，L尖"
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こめ"よ鼻ま運動以よよりれた測はなか。たST上昇(":hange 01 の梗塞額，.に異常を呈した

による竪運動異常の増強と関連があると権定されたに前(1S'o) 9例を呈した12例で I~， STmax >0) 

非使u 位に生じた心筋虚血が STmax
図2.に左前行筏

次いで

の変化に与える島署を検討した

側壁又lt心尖"に必ける REFの低下が限努きれた

ー方 ST上昇のない10例に REFITJ低下三位めら
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ー校病変欝 (SVDI字} と それ以外にも喜従軍者を有

する多伎痢変惇 れ，1¥'0 I写) に分けて箔 chan~ of 

STmaxを示した 面鮮に有意差ほ会〈 左前下行

校以外の定後穆が 5T上昇lこ与える髭審"小きいと

推定された

図2.に E.一MPlにて非痩宰領嫌である下蟹お
よび後墜にー過性欠損織を呈した鮮 (RD+鱒)と1

"さなか9た静に分けて%changeof STmaxを示し

た この間辱聞においても有憲議ほ存在せず 5T

上昇に与える非痩"鏑位の心筋虚血の関与は小さい

と推定された

従来心筋痩塞患者に省ける運動負荷後の 5T上

昇の成因について。盤連動異常の関与が街摘昼れて

いる Dunnら川主 運動惹起性 5Tよ昇を有した2s

名の4し筋痩重患者のうも 運動負荷心筋叩ntigram

にて.，.筋虚血が観察されたのはi3名 (52")にすぎ

ないが盛運働実智(安鯵碍)は傘例に存在したと

報告し 盛運鋤異常がその主たる庭生因であると迩べ

ている

しかLながら 運動負荷による重運劃異常の変化...ぇ 5T上昇との付比金行った報告は少ない

表々は依医"倒左重通量H 扇いるニとにより 還動

負荷時の盛運動を提ぇ得た その結果。前翠便"患

者における運動負術後の 5T上昇は運動による EF

" 
録 1誌3

の低下と平行 し，局所盟運動異常の増強と関逮慢を

有Lた ー方 5T上昇と非便'"認{立にさ生じた心筋

虚血との閑遷"少なカョた

• と a。
前努t!a.!患者に泊げる運働負荷の 5T上昇l主 主

として運動によ。て霊逮動拠官官が刻泊したニとを反

映すると権定された 方非桓塞謂域における.L

筋虚血の関与は小さいと考えられた

文 総

1) MOn!311Ue T J. Smith E R. Cameron D A. Rautahar 

ju P:.I. KluRD G A. flemi昭ぬ皿 CS and Horae比

B M: lsoimeil"al analysis of body surf.山 m，ps
s刷rI~ distribution叫 t叩 ulvaria 

bi1ily ;0間 rmal$ubje<;l$. Circulation 63; 1166 

1981 

2) Gelborll H]. Brundall" BH. Glant: S血 dParmleγ 

w w ，QuUlt;tat;ve left vemricular .，剖1.. 01;00 
四 lysi..A c:ompari$On 01 area. chord叫 rad;.l

m叫印刷ion59:991. 1979 

3) Ounn RF. B叫 tvlK.Ur何 Rand K.llv OT 

Exercist.indu(凶釘叩剛山市'"札 Correla

tion Qf Tha山崎町 m問削胤 perfusionSCan 

niog and coronary art.riograph)'. Circulation 61 

989. 1980 
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12) 心筋梗塞患者の運動負荷試験における

ST偏位の意義について

-><I'Tl負荷シンチグラムとの対比

丸岡陸芳・1

今野 述・i

野口置子・1

小沢 興・1

加地紀夫・1

新谷博 ー・l

古賀 靖.，

はじめに

.，筋復塞患者の運動負荷U'.M;:1匁ける 5T変化の

意義について拡不明の点が多L 我々 I!ST変化の

意義について般討するとめ 8・E:*:Lルゴメ タ

を使用Lた運動負荷 ""TI.(.筋ン〆チを行い七百E

国変化と対比鍛肘した

I 対象および方法

対象は心筋便釜患者56例(男s3例 女3例】平均

g" 負荷心筋シシ+グラム所見による分額

1野 安静時・4ニ比.~負荷時も欠損範囲カ 守変化し

なカった例

""  負荷時I 欠繍飽図書行位大しf例

m.掌安防崎・の所見が悪化しf例
..孝 明"'なうC舗がともに記めつれなか。た
例

* d.1・ltdim・5・略の陽見を安旬時と L企

E 鑓 果

年齢::'57.1:i: 10. Zo:である 負荷は盆位白紙調医エル 負荷中止理由で分認すると 胸繍のた的負荷中止

ゴメ タ を使周目し 25官治ら開始し 25町 3分 例"例 心電包変化21例 下続i警怠思19明目帰心

周ずつ増量する負得判断t・2去で行った七電閣は負荷 姶訟到達5例動惨 1例でhった負窃時間長大

前中後にわたり連続的に配録級事1:V.と梗 pressu同 Utfproducts (P.R.PJ。平均年齢は胸痛i

21 '1'.(.都に相当する銭湯。他に 1~場の針 31舞場で 心電図変ft下肢倦怠惑のいずれの理由で中止した

&ef.ました 後述の負荷中止'"院に途した時点で 例でも釜はなかった しかし目線L嶋歎に返したた
硲'TI2mCiを傍注 し 同じ負荷を 1分間緩けたのち! め負荷中止した例は 下舷倦怠患のため中止した例

AKT. lA020・ 45'.70・，L-LTの5方向か勺微，. に比ぺて若〈 負荷待問が畏<.P.R.Pが大きい傾

を行った 1時間安静の後 delayedima取として 向を示した

""Tl ImCiを追加紗注し 伺微に 5方向からの彼{震 負荷中止理由と心電図，.化について褒2に示した

を待った両者で得られた行散を比似し 褒 1に示す 胸痛のため負荷中止した例では 5T上昇例はな<. 

4 鮮に分額 t.. t~. 2mm以上の 5T降下告示した例50%.2 mm来謂

負荷中止"揮はa:胸翁下肢罰~.~生息動停停の の 5T陽下を示した例'"と 併せて"稲が 5T腸

ため負街の縫授が函健になったとさ。② L、電図上 下を示した 自覚症状な<51変化のみで中止した

ST 2 mm以上の偏位が.られたと急 不"脈領経 例はl'例 .(;室性問外収縮傾発のため中止した例i!

時 ③巨標.C相歓{年齢別最大4422去の，，>1到逮 2例であ。た 5T変化中Lヒ例のうら 5T上昇l主的

時である K ST降下約%であり PVCのため中止した例で
も5T隠下を示Lた例が1例"められた

】崎潤悼院内符 ・1 相措置が丘耐酬網開
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褒2 運動員荷中立理由と心電図宜"

5T上昇 5T上拝 5T 降下
It 2~以上 2~未t蝿 2 "'"品上 2由来調 な ι

'旬 痛 l。 o 5(肌011 1(10.011 10 (!∞} 

5T o I 12 (臼211。 o " ECG宮化 |
1 (50.0)| PVC o 。 o 2 

下世地怠啓、 。 4 (21.1) 1 9 (47 . ~ ) 1 5 (26.3) I " 
自幅七拍" o o o o 5 

動 惇 o 。 o 1(1∞) 。 l 
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2四叫A上

5T上昇
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2~来調

5T降下 。17 2 o 19 2~以上

5T降下
2 14 2 19 z聞来調

変ft>:.:L s o o 6 

針 16 35 4 56 

.(.-.図 5T変化と負荷七筋ンンチ所見について衰

3に示した負荷時 del:;o.yωim:;o.ge(安鯵吟}に比

べて p附{，制nde{，開の健闘が変らなか。た l'容は

16例 poerlusion defectの挺置が広がった"学1135

例であ。た I静16例中心電図"化のな命。た5例
舎のぞく 11例~6例が 2.. 以上の 5T 上昇 3例

が 2mm末調の 5T上昇を示した すなわら11例中

9例 (82%)が 5T上昇を示したー方E棋で1135

例中17例が2m血以上の 51降下。 14"が 2mm未

満であるが 5T陽下を示し 併せて89%が 51降下

を示した Lかし l例では 2mm以」ヒの 5Tよ界を

榎塞リ周辺舗の";0で包めた 負街.，、電図変化の"導

とン Jチ所見.沈叙すると 5T降下のみられた腸

場に 致すると考えられる爺(立で負荷時I"'rfusion

deftttが包められ "写の 5T上昇を示した例でも

問機であーた 血醇阿野については血流のパラ

J ス等の因子もあり 今後症例を重ねて検討の予定

である

E 考案

心筋梗'"患者の運動負脅威殺は運動樹容量の判定

リハピリテ-"'./の運動処方などのために行われ

ることが多い しかし負荷時の U電図 5T案化誌。

今包の寂々の成績でも約'9%の例でみ勺れ 震要な

扇子のーっと思われるが まだ不明の点が多い

我々は局所の也、筋血沈に比例する"といわれる ""Tl

を使周 し負術心筋:/;.チを符い その意義について

検針した 負荷によη胸痛が出現し 同時に心電国

」ヒ51降下がみられれば。虚血と判定される 今回

の慮争責でほ1""に'均衡がみら九たが 10例中9例巳

5T降下があり.5T変化にー致した銘位で perfu

sion defectが毘められた しかし自覚症状な<5T 

降下のみ'"められた例でも岡織に関rfusionddect 

カ唱Zめら札ている 心筋梗塞のリハピリを進めてい

ると 自覚症状なく負荷時 5T降下の包められる例

がカなηある治仰今回の貧荷依験の結果では虚血

が必きているものと考えら札る ー方!梗塞~む郎

と考えられる郷位で 5T上昇を示した例では

I"'rfusion def，闘の変化しない例が多〈 また胸痛

等自覚症状も終えなかった 梗塞~七舗の 5T 上昇

は waUmot 仰の奥常とする報告"~ 虚血とする

録音何がみら札る 今回の居住舗では自覚症状もな〈

刷 T1ンンチ所見からも梗塞中心飽の 51上昇は虚

血とは考えに〈い しかし便書周辺郎の 5T上昇は
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勾おm絡め関与する可能性もあη ~血が'"てい

る可位性が高tと考えられる 今後負荷時め wall

.，. 加 し箔日出畳 E，開lonIract;on I容を台mせて
検討が必要と患nれる

文 献

"削除， G月l.et .1: Cardions< ul~r n"d~ar m<<!i 

経箭医隼自前"を第'"

Cln~ “ by Strauu H W &: Pill B ~Iosb\'. S.in， 
Lou;s. 231. 1979 

"九回隆芳他日内会tt' 71: H. 1982 

3) DannFR.etal:C片山iQn61 : 989. I捌

ωFox "M 臥 aLBrHur'J49:15.1983. 

13) 虚血性心臓病における運動負荷による R波増高と壁運動異

常および QRS-scoreとの関連

困 代方民・ 北島幸治・ 吉国 11 和・

河野知配ー 住々木 3脅・ 中島与志行・

福図圭介・ 藤野正奥・ 広木忠行・

荒川 規短男

近年虚血性心館街の.[電図n控訴の街怒として 運
動負荷によるR波高が ST変化とともに その有用

性を鈎巳られてI、るが ζのR議1'Ii.ii:: ~血性痢君主

のほかに 運針負荷ーよる.[侃の瞬館学的あるいは

電気的心位置のJijt'..lt伝噂 あるいは也、監内容

慣のIt it~ さらに心眼の盛運動拠常時tよって生

ずることが録音されている 今回殺やほ 定釣)Af;;J;

彫tょη催鯵寄れた虚血性.c保有閉めを例を対象とし

て 覧交""導何時記錆運動負荷.[電固めR滋滑高

につ白て 特に.c室盛運動興常と L務担塞撲の大き
Zと陥速して候前Lた

I 対象およぴ方法

場省t U五分以内でも負荷を中止Lた 運動負荷飲

験範行時期" ィ心筋梗"症の場合 発症徒約 lカ月

前後で(.，1虚血奮進艇の直前に待った 逮動負荷七電

図 t vl 、叫前Fの連総2&し拾のR波高を加.平

均 Lたもので 呼吸等の最8~をで会る限り除外Lた

さらに体位による彫審を除〈ため 運動，，.鎗直後の

立位のR議績をも。て'1照とし 連創終了時のR後
浦町と比鮫L 開者の差を変化分(.~R)とした

左室温艇は右S時前30度 左B事前60度で制限"し ア

メリカイL擁協会の左室逮1':像分照に"づいて 壁運

動島常の低位を判定した

心筋梗欝の梗，.換の大暑さは Wa♂"ら“!の方法

に地じ /Jit12孫i!J-(電図の拠常Q援を定量的に計

.c筋便"患者101名と トレッドミル運動向荷伏 概して得られた宣教 (QRS-score)を用いて纏定し

験で ST低下を包めた狭L症忠告51.s計i臼1ちを た

対象とした平均手前は;<'"で男女比1:6 1で

あ。た
E 信 黒

トレマドミル遵動負荷ジ験孟 CASE(MarQuell怯 褒 tに心筋梗塞鉾と狭心症鮮の盛運動と v.~ 

製〉を周いて記録L。修正 Bruc方法こaづL て15 i.t. a、， m~障の企 R とめ悶迫を示す {.、筋梗，.. 草

分間違勧角街を待ぃ駒街発現""欄L翁滋劃さの では V. l居場およびれ+品 f銭湯に必いてR援が

・稲岡大学釘=内"
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増寓したものに 堅忍動異常を呈するものが多〈

明度は。 V."噂で80%(3S例区'28例1.V.+aV. m 
aで86.8"(38例中33開)であ。た .v，のR波高
もほぼ岡憾の傾向を示したが， ，無心症鮮では必ずL

も一定め傾向は包め句れなか。た

図 1は!心筋便宴緯と決心症S事について喫運動異

常節位と .Rとの防還を示す心筋梗"鮮で前gま

の8変遷鋤実需含有する嶋舎は， R援噌高をきたした

症例Zまは v， ~i4が 1.例と最ら多か。だが 下雪患

の援連動異常を有する場合に11aV. I!導"よぴ v，

+aV.錦事で大係分の症例が "産相高齢を示した

一方後'L.-l室醇では盛運動異常例については!必

ずしも 定の傾向は毘のられなか。たが遂に正常

"で 還動負荷により R複増高をきたしたむのが!

62例中“例に包められた

図，.は 壁還鋤異常を包めた心筋慎重撲につい

て.む筒便塞の痩塞燥の大きさを権定する指標とな

る QRS-s問，..と .Rとの間還を示す この方法で

は。 Q回収。..が高いものほど痩..，院が大となる

が V， ~噂の åR 11. QRS氏。..が10以上では大
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~筋梗..と後七症を舛象として 運動負荷による

と'陸連動異常との碕速を検針した結果盛運勘
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14) 心室癌を有する症例の運動耐容能について

鳥居孝夫・ 石医憲一- 高木利明・

今村正人・ 中村 ヨ匠・ 岩崎義彦・

出川敏行・ 一宮健次 矢吹 校-

町井 潔-

~じめに

.(..t51!3I後心室鋼 CLVA)に2すする運鈴貸借試験
位 相対的".$とされている しかC.後らが...

生活を曾む凪よ労作に対する反応性は犯揮して勾

<~要があろう 今置著者らは LVAに必ける還鋤

負街中の反応を左護機能の置から検討した

I 対象と方注

対象は LVAT 5例(男性4例女性l例}平均

年前50・土1.2.で t筋'"塞発症俊平勾13カ凋.

径返した憧色刻の症例で"る NYHA '(，l!l能分割

l! 1 -目度を来す ωntrol ":! 6 lJtで乎均隼a・
5<f.J土‘...である

LVGと電波鋤縁遠t;uSonH法によ η縄行C.

LVA I!阿範hおよぴ小原引の方漫に誕ヲて .，室姐

"容償 (lVAV) 提出事 (EF).lVAの悶径比 ，.

L1 慨鍵4心筋収iG!lI(~O) 彪よと'. lVA切除を仮

'1.j同，(""，，1

'.0 

• 
".間.

乏した時の残存心筋による EFの議定!I{EFt討を

舞."た

選'抱負街氏畿は T~・d皿m プ冒トヨー '̂I! 

SII.Ui.ldのものを用い 負賓勾簡を 8-12分とし

た Z運動'阿も句図は，，~にて皿肌附 C. 1分

毎に.(Ae:t(HR1. ST-j長."録した
CO潤定l孟W白，ro.往製呼気分析システム.用い

て アセチレン再呼吸t去によ η安締時と 退勧負荷

_.よぴ園i夏期に!!それぞれ品分..に湖定した

E信.
LVA'撃の運動負街心電図 LVC ~よ UlVA 計

測値冠状鋤縁遠修所見を漢に 還勘気街中のco
-園鎗幽係&変化事 ( ~SI)を園 1 に朱サ

温a自負荷心電図で" いずれの僅例でも.句会不
~"の幽現"みられなか。た HR I ~ 11例2とsで
著明な上昇告示し，STJ点は盆例 I. 2. Jでよ昇

症例5では低下と ともに倹心衡が也現した{図21

同

AKO~・.. 
図 1 lVA oの還."・情。11)ST.j.~の権移

. ..文学 a自主内"
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1) 

2) 

3 ) 

4l 

5 ) 

6) 

第四回 循環器負荷研究会

崎昭和四年2月l'目{土}日

会 2・東京商工会銀'"ピル 国帰会段場

軍動負荷院験の再現性

運動負荷におけるじ抽出量個人差の意義

山形大隼困，，.検変節

山口一郎イ世 栄，宮沢

運動耐を芸能の再現性と般大体酸素IJ!取量

先端 (1496) 

防御医科大学績ー内斜・ B窓.. 鰐大学第一内科

墨付公生栗図 柄。間 禿ーへ高潮凡平荒川 宏

渋谷利雄.水野杏。網野清士.中村治雄 (149喝)

呼気ガス分析による嫌気性代謝同値 (AnaerobicthreshoJd)測定法の検討

北市道大学循環語内持

訟狩尚銭。酉.. ~径I 児島 俊ー，安図 野ー (501) 

低レベルより開始する運動負荷実験の再現世について

心不全患者と鎗康人における比政一

家電忠大学.三内f+.・同胞康険釜"学
神祭木俊予冨岡重良。木原康樹イ坂g元太・篠井恒太郎

河合忠ー (Iω3) 

トレッドミル運動負荷中 手すりを握った場合と鐙ら令い場合の差について

"知大学第三内事事

今村正人石図

中村 豪矢吹

軍，高木

ま士， 町井
利明鳥居幸夫岩崎義彦

潔 (I目的

トレ 7 ドミル運鋤負荷試験に釘ける運動耐容能の再現性について

副院佐医科大学第三内糾

神/11 正。石躯泰一ー.'J休 明，祢 秀晴安倍成彰
山下哲生山嶋 晃 (1508) 

7) 運動負荷伏験の再現性ー回復刻に閲する検討ー

筑護大学隆康医学系内春卒

鯵坂隆ー 蕗図享宣'"本飽馬飯図 要飯図瞥治

絵図先生。杉下埼郎。伊誕 厳 {ISll} 



8) 労作狭.L症に必ける運動耐容能の再現性

名古屋大牢第一内科 ・i犬同術院循環野内軒 ・4知多市民街庭内粍

野図省二都築雅人外畑 巌宮口和彦・i 谷口直樹・i
都策実紀・ヘ近藤崎失・，..•..... •..•.....•.....•..• .•...•..• ....•..... •.• •.. • (15】3l

9) 労作性篠弘盆に匁ける treadmiH負荷試験の再現金谷よびその問題点

Ii宙掌国保健衛生大学内桝

岡島智志江口周生繍井宏怠。水野 康 (1515) 

10) ~，Iし症におけるトレッドミル負骨院験の再現性の検討

.，民血管研究所

中村 仁麻野手事英次飯沼"之相渇怠見山本真千子

高橋重光加磁和三 (1519) 

E 運動による心貧国変化と留置動異常

】) .(.筋梗塞症の運動負荷による ST偏位の意義

2 ) 

3) 

久留米大学第三内科

高信啓美山口舵太郎古賀聖士井福正保盆泊功次

長図浩司.住江道正.板家守夫。板家研 I 古賀義則

字i家具彦，声傭裕偲 (lS2Z) 

レ筋梗塞症における運動負荷心電図 STi/.:fヒの意義

山口大学第二内科

t膏氷途朗尾崎
主公園 理界銀 繍川

正治。池園 徹，山岸 隆，古谷雄司

隆造 (152活)

心筋梗蜜症の還働負荷伏験における穫塞"ST上昇の意義

東京女子医科大学日本心阻血圧研究所循環錫内科

本凶 衝藤野"久滝本格俊.図中直秀I 加蕗辰也

小川洋司.金子 昇. r~ロ守衛，広沢弘七郎 <l5Z8) 

" 心筋梗塞回復期の運動負荷心包囲と臨床像

日窓密叫犬学第一内視

畑 奥武.訟原，母親，鈴木 健飯図信子金沢正調:

質量図 洛早川弘一 (j日0)

S ) 急性化、笛梗塞後の運動による ST上昇の隆康的意義について

三重大学第一例桝

近藤正士。山門 機東 良久中野 勉竹沢英郎 (j幻2)

6 ) 運動負荷七霞図における 51偏位一Pacin8'induced asynergγ との関連についてー

土浦筒問網旋循環器内糾i ・東京"撃事a崎大竿解=内事事
蔵原秀臣梅沢進'!!.自弁隆則，古川哲史谷口興一・ (1536) 

J 



7 I 心筋捜塞患者。二'"する負荷.Ut包 ST 上昇の微~
-STO同位と血行力学盤運動心筋代総との関係一

筑波大学路間医学系内科

小川 岡山口 厳飯回啓治石井正憲杉下錦郎
伊直 巌 (1538) 

81 運動負荷による局所友重盛異常運動出現と4電園変化の付比検討
盲治医科大学僧康器内~

椎名 明高沢線二 鈴木 修蔵E 俊包細田瑳ー (IS40) 

" 運動負荷時の夜蜜都ST上昇と左室..運動の関係
住友鋳錠内特

栗原 正成因充啓字佐美暢久 (J543l 

101 お TI心筋断署法 (SPECT)による前墜梗墾例の梗i!lQの出ている領践での ST変化の
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